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人　口／／ 3,498 人
　男　／／ 1,625 人
　女　／／ 1,873 人
世帯数／／ 1,780 戸
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奈半利町ホームページ　http://www.town.nahari.kochi.jp/

　 中芸地区子ども駅伝競走大会開催
　 町のニュース
　 議会だより　Vol.135
　 国民年金のお知らせ
　 ヘルスメイト ほか　
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６２ 

回

高
知
県
市
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伝
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走
大
会
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催
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中
芸
地
区
子
ど
も
駅
伝
競
走
大
会
開
催

　

２
月
１６
日（
日
）、田
野
町
に
て
中
芸
広
域
連
合
少

年
育
成
セ
ン
タ
ー
主
催
の
第
３１
回
中
芸
地
区
子
ど

も
駅
伝
競
走
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。中
芸
地

区
の
小
学
生
１６
チ
ー
ム
、総
勢
８０
人
で
行
わ
れ
た
大

会
に
奈
半
利
町
か
ら
も
男
子
３
チ
ー
ム
、
女
子
２
チ

ー
ム
の
計
５
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

本
大
会
に
向
け
、
奈
半
利
小
学
校
か
ら
選
抜
さ

れ
た
２
年
生
か
ら
６
年
生
の
子
ど
も
た
ち
が
、
学
校

行
事
や
習
い
事
で
忙
し
い
中
、
自
己
ベ
ス
ト
タ
イ
ム

で
タ
ス
キ
を
つ
な
ぐ
た
め
、
約
１
カ
月
間
練
習
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。

　

結
果
は
、
男
子
の
順
位
は
Ａ
チ
ー
ム
３
位
、Ｂ
チ

ー
ム
８
位
、Ｃ
チ
ー
ム
１０
位
。女
子
の
順
位
は
、Ａ
チ

ー
ム
４
位
、Ｂ
チ
ー
ム
６
位
で
し
た
。ま
た
、
男
子
Ａ

チ
ー
ム
の
２
年
生
区
間（
１
㎞
）で
は
、
４
分
１１
秒
で

松
本
祐
汰
君
が
、同
じ
く
男
子
Ａ
チ
ー
ム
３
年
生
区

間（
１．５
㎞
）で
は
、６
分
１２
秒
で
淡
路
龍
翔
君
が
区
間

賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

大
会
の
雰
囲
気
に
の
ま
れ
、
思
い
通
り
に
走
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
子
や
、
力
を
出
し
切
っ
た
子
ど

も
た
ち
に
、
保
護
者
た
ち
の
温
か
い
声
が
け
が
あ
り

ま
し
た
。

　
「
上
位
入
賞
」
と
い
う
こ
と
に
す
ぐ
目
を
向
け
が

ち
に
な
り
ま
す
が
、
子
ど
も
た
ち
の
一
心
不
乱
に

走
る
姿
に
保
護
者
た
ち
も
頑
張
る
気
持
ち
を
も
ら

っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。ま
た
、
子
ど
も
た
ち
も
自

己
の
目
標
に
向
け
て
取
り
組
む
と
い
う
こ
と
で
、

良
い
経
験
を
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

来
年
も
元
気
に
本
大
会
で
疾
走
す
る
姿
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

　

１
月
２６
日（
日
）、
第
６２
回
と
な

っ
た
高
知
県
市
町
村
対
抗
駅
伝
競

走
大
会
に
奈
半
利
町
を
代
表
し
て

１
チ
ー
ム
、
１３
人
の
選
手
が
参
加

を
し
ま
し
た
。今
回
が
初
出
場
の

選
手
、
毎
年
参
加
さ
れ
て
い
る
ベ

テ
ラ
ン
選
手
も
含
め
、事
前
練
習
、

試
走
等
を
行
い
、
万
全
の
態
勢
で

大
会
に
臨
む
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。結
果
は
４２
チ
ー
ム
中
２０
位
で

し
た
が
、
こ
こ
数
年
着
実
に
順
位

を
上
げ
て
き
て
お
り
、
個
々
の
努

力
が
チ
ー
ム
の
力
と
な
っ
て
現
れ

て
い
ま
す
。来
年
度
は
平
成
２７
年

１
月
２５
日（
日
）に
実
施
予
定
で
す

の
で
、
今
後
の
ご
活
躍
に
期
待
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
当
日
ご
協
力
を
い
た
だ
き

ま
し
た
交
通
指
導
員
、
関
係
者
の

方
々
の
お
か
げ
で
、
け
が
人
や
事

故
も
な
く
、
無
事
に
大
会
を
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第 
  

回 

中
芸
地
区
子
ど
も
駅
伝
競
走
大
会
開
催

31３位入賞した３位入賞した
男子Ａチーム男子Ａチーム
３位入賞した
男子Ａチーム

区間賞を受賞した松本祐汰君（左）区間賞を受賞した松本祐汰君（左）
淡路龍翔君（右）淡路龍翔君（右）
区間賞を受賞した松本祐汰君（左）
淡路龍翔君（右）
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☆
町
の
ニ
ュ
ー
ス

　

２
月
２２
日（
土
）１３
時
３０
分
か
ら
町

民
会
館
で
、
第
１７
回
生
涯
学
習
推
進

大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
生
涯
学
習
推
進
大
会
で

は
、
奈
半
利
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
合

奏
や
加
領
郷
小
学
校
の
落
語
、
奈
半

利
小
学
校
の
リ
コ
ー
ダ
ー
奏
や
合

奏
、
幼
稚
園
の
太
鼓
、
な
は
り
合
唱

隊
の
発
表
な
ど
大
人
か
ら
子
ど
も
ま

で
世
代
を
超
え
て
共
に
学
び
、
成
長

し
て
い
け
る
よ
う
な
大
い
に
盛
り
上

が
っ
た
発
表
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
当
日
の
昼
食
で
は
、
奈
半
利

町
婦
人
会
の
方
々
が
出
演
者
の
た
め

に
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
作
り
、
み
ん
な

で
お
い
し
い
カ
レ
ー
を
食
べ
ま
し
た
。

　

こ
の
発
表
を
き
っ
か
け
に『
明
る
く

楽
し
い
奈
半
利
町
』を
目
指
し
、
生

涯
、
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

い
ろ
い
ろ
な
方
々
に
ご
協
力
し
て

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　
「
土
佐
の
料
理
伝
承
人
」に
選
定

　
　
　
　
　

加
領
郷
漁
業
協
同
組
合
女
性
部

　

な
は
り
健
康
ウ
ォ
ー
ク
２
０
１
３
年
度
を
開
催
！

　

第
１７
回
生
涯
学
習
推
進
大
会
開
催

　

加
領
郷
漁
業
協
同
組
合
女
性
部

（
畠
中
悦
子
代
表
）が
、
県
内
各
地

域
で
郷
土
料
理
に
つ
い
て
卓
越
し
た

知
識
・
技
術
等
を
有
し
、
伝
承
活

動
に
取
り
組
む
団
体
等
と
し
て「
土

佐
の
料
理
伝
承
人
」に
選
ば
れ
ま
し

た
。

　

加
領
郷
漁
協
女
性
部
は
、
地
域

食
材
で
あ
る
、
金
目
鯛
を
使
っ
た「
金

目
鯛
の
炊
き
込
み
ご
飯
」を
長
年
に

わ
た
り
提
供
し
続
け
、
加
領
郷
地

区
の
み
な
ら
ず
、
奈
半
利
町
の
地
域

活
性
化
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
た
こ
と

が
認
め
ら
れ
、
選
定
証
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　

３
月
２
日（
日
）、「
な
は
り
健
康

ウ
ォ
ー
ク
２
０
１
３
年
度
」
を
、奈

半
利
町
食
生
活
改
善
推
進
協
議

会
・
奈
半
利
町
健
康
づ
く
り
婦
人

会
を
は
じ
め
、本
年
は
、な
は
り
浦

の
会
の
ご
協
力
も
得
て
開
催
い
た

し
ま
し
た
。

　

今
回
は
「
心
と
体
の
健
康
づ
く

り
推
進
」を
目
的
に
、気
分
転
換
や

ス
ト
レ
ス
解
消
な
ど
、心
身
に
良
い

効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
ア

ロ
マ（
香
り
）の
働
き
に
つ
い
て
の

お
話
や
、町
内
で
開
催
さ
れ
て
い

る〝
土
佐
の
町
家 

雛
祭
り 

な
は

り
〞の
会
場
を
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
め

ぐ
る
「
お
ひ
な
さ
ま
ウ
ォ
ー
ク
」

と
、免
疫
力
を
高
め
る
食
事
の
試

食
を
行
い
ま
し
た
。

　

ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
に
よ
る「
ア
ロ
マ
の
お
話
」

で
は
、心
地
よ
い
と
感
じ
る
香
り
に

よ
っ
て
疲
れ
や
ス
ト
レ
ス
に
気
付

き〝
調
子
は
ど
う
で
す
か
〞と
い
っ

た
対
話
が
始
ま
る
、な
ど
の
お
話

を
聞
い
た
後
、風
邪
・
花
粉
症
予
防

に
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
香
り

な
ど
５
種
類
の
中
か
ら
好
き
な
香

り
を
選
ん
で
ス
プ
レ
ー
作
り
を
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、お
ひ
な
さ
ま
ウ
ォ
ー
ク
で

は
、健
康
運
動
指
導
師
か
ら
効
果
的

な
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
指
導
を
受
け

た
後
、町
内
の
歴
史
あ
る
住
居
や
飾

ら
れ
て
い
る
お
雛
様
の
由
来
な
ど

を
聞
き
な
が
ら
歩
き
ま
し
た
。

　

健
康
食
の
試
食
で
は
、普
段
の

食
事
よ
り
味
が
薄
め
に
感
じ
る
の

は
健
康
面
か
ら
望
ま
し
い
塩
分
量

に
し
て
あ
る
た
め
な
ど
、参
加
者
の

感
想
を
聞
き
な
が
ら
減
塩
食
生
活

の
す
す
め
を
し
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
の
「
心
と
体
の
健
康
づ

く
り
」
の
お
役
に
立
て
ま
し
た
で

し
ょ
う
か
。
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高知高校野球部ＯＢ・
安芸郡内スポーツ少

年団野球交流会開催
!!

高知高校野球部ＯＢ・
安芸郡内スポーツ少

年団野球交流会開催
!!

高知中学野球部、奈
半利中学野球部、田

野中学野球部合同練
習開催 !!

高知中学野球部、奈
半利中学野球部、田

野中学野球部合同練
習開催 !!

第３５回奈半利
町内駅伝競走

大会開催

第３５回奈半利
町内駅伝競走

大会開催

第３５回奈半利
町内駅伝競走

大会開催

　

２
月
２
日
（
日
）
、第
３５
回
奈

半
利
町
駅
伝
競
走
大
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。当
日
は
心
配
さ
れ
て

い
た
天
候
に
も
恵
ま
れ
、総
勢
１９

チ
ー
ム（
一
般
１４
チ
ー
ム
、小
学

生
５
チ
ー
ム
）の
参
加
者
が
健
脚

を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

競
走
の
部
で
は
「
進
撃
の
昭

二
」
、ま
た
ピ
ッ
タ
リ
の
部
で
は

「
細
川
の
散
髪
屋
さ
ん
」が
２
連

覇
を
か
け
た
大
会
と
な
っ
て
お

り
、そ
れ
を
阻
止
し
よ
う
と
す
る

前
々
回
優
勝
の
「
奈
半
利
中
学

校
野
球
部
」
、ベ
テ
ラ
ン
の
揃
っ

た「
Ｐ
Ｌ
Ｕ
Ｓ
＋
整
骨
院
」、現
役

高
校
生
で
構
成
さ
れ
た「
安
芸
・

桜
ヶ
丘
連
合
」な
ど
の
熱
い
闘
い

が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

一
般
競
走
の
部
で
は
「
細
川

の
散
髪
屋
さ
ん
」
、「
安
芸
・
桜
ヶ

丘
連
合
Ａ
」
、「
安
芸
・
桜
ヶ
丘
連

合
Ｂ
」、そ
し
て「
進
撃
の
昭
二
」

が
終
始
激
し
い
攻
防
を
繰
り
広

げ
、２
位
と
わ
ず
か
３
秒
差
で

「
細
川
の
散
髪
屋
さ
ん
」が
総
合

優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。同
じ
く

一
般
の
ピ
ッ
タ
リ
部
門
に
お
い

て
は
「
進
撃
の
昭
二
」
が
、申
告

タ
イ
ム
と
の
誤
差
わ
ず
か
５
秒

で
ゴ
ー
ル
し
、優
勝
し
ま
し
た
。

　

小
学
生
競
走
の
部
で
は
、「
奈

半
利
陸
上
ク
ラ
ブ
」の
Ａ
〜
Ｄ
の

４
チ
ー
ム
と
、「
奈
半
利
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
野
球
部
」
と
の
競
走

で
し
た
が
、「
奈
半
利
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
野
球
部
」
が
見
事
総
合

優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。同
じ
く

ピ
ッ
タ
リ
の
部
で
は
奈
半
利
陸

上
ク
ラ
ブ
が
大
活
躍
を
見
せ
、表

彰
台
を
独
占
し
ま
し
た
。お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
、大
会
運
営
者
、交
通
指

導
員
な
ら
び
に
交
通
安
全
協

会
、交
通
安
全
母
の
会
、消
防
団

の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、け
が

人
や
事
故
が
な
く
、無
事
大
会

を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

結
果
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

来年度の第３６回奈半利町駅伝競走大会は平成２７年２月１日（日）に実施予定です。

　　

優
勝　

細
川
の
散
髪
屋
さ
ん

　

２
位　

安
芸・桜
ヶ
丘
連
合
Ａ

　

３
位　

安
芸・桜
ヶ
丘
連
合
Ｂ

　

区
間
賞　
（
氏
名
、所
属
チ
ー
ム
）

　
　

１
区　

須
藤　

孝
博

 

（
安
芸・桜
ヶ
丘
連
合
Ｂ
）

　
　

２
区　

小
松　

丈
哉

 

（
安
芸・桜
ヶ
丘
連
合
Ｂ
）

　
　

３
区　

小
松　

慶
士

 
（
安
芸・桜
ヶ
丘
連
合
Ｂ
）

　
　

４
区　

小
松　

慎一郎

 
（
安
芸・桜
ヶ
丘
連
合
Ａ
）

　
　

５
区　

細
川　

凱
良

 

（
細
川
の
散
髪
屋
さ
ん
）

　
　

６
区　

貞
廣　

康
太

 

（
安
芸・桜
ヶ
丘
連
合
Ａ
）

　　

優
勝　

進
撃
の
昭
二

　

２
位　

チ
ー
ム
５
９

　

３
位　

奈
半
利
町
役
場

　

区
間
賞

　

１
区　

大
北　

英
政

 

（
奈
半
利
町
消
防
団
ロ
組
）

　

２
区　

濱
田
倉
太
郎（
奈
半
利
町
役
場
）

　

３
区　

有
澤　

康
彦（
進
撃
の
昭
二
）

　

４
区　

松
崎　

勇
也（
チ
ー
ム
５
９
）

　

５
区　

森
口　

拓
育

 

（
奈
半
利
中
野
球
部
）

　

６
区　

森
安　

健
太　

 

（
安
芸・桜
ヶ
丘
連
合
Ｂ
）

　　

優
勝　
奈
半
利
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
野
球
部

　

２
位　

奈
半
利
陸
上
ク
ラ
ブ
Ｄ

　

３
位　

奈
半
利
陸
上
ク
ラ
ブ
Ｂ

　

区
間
賞

　
　

１
区　

竹
田　

愛
奈

 

（
奈
半
利
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
野
球
部
）

　
　

２
区　

弘
田　

聖
奈

 

（
奈
半
利
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
野
球
部
）

　
　

３
区　

大
西　

啓
斗

 
（
奈
半
利
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
野
球
部
）

　
　

４
区　

大
西　

日
菜
乃

 
（
奈
半
利
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
野
球
部
）

　
　

５
区　

森
本　

魁
力

 

（
奈
半
利
陸
上
ク
ラ
ブ
Ｃ
）

　
　
　
　

山
本　

莉
子

　

 

（
奈
半
利
陸
上
ク
ラ
ブ
Ｂ
）

　
　

６
区　

谷
口　

青
大

 

（
奈
半
利
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
野
球
部
）

　　

優
勝　

奈
半
利
陸
上
ク
ラ
ブ
Ａ

　

２
位　

奈
半
利
陸
上
ク
ラ
ブ
Ｃ

　

区
間
賞

　
　

１
区　

宮
崎　

保
匡

 

（
奈
半
利
陸
上
ク
ラ
ブ
Ｄ
）

　
　

２
区　

廣
瀬　

桃
佳

 

（
奈
半
利
陸
上
ク
ラ
ブ
Ｄ
）

　
　

３
区　

別
府　

睦
哉

 

（
奈
半
利
陸
上
ク
ラ
ブ
Ｄ
）

　
　

４
区　

竹
崎　

海
生

 

（
奈
半
利
陸
上
ク
ラ
ブ
Ｂ
）

　
　

５
区　

和
田
ひ
な
た

 

（
奈
半
利
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
野
球
部
）

　
　

６
区　

岳
本　

彩
葉

 

（
奈
半
利
陸
上
ク
ラ
ブ
Ｃ
）

★
一
般
競
走
の
部

★
一
般
ピ
ッ
タ
リ
の
部

★
小
学
生
競
走
の
部

★
小
学
生
ピ
ッ
タ
リ
の
部

ン ト
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高知高校野球部ＯＢ・
安芸郡内スポーツ少

年団野球交流会開催
!!

高知高校野球部ＯＢ・
安芸郡内スポーツ少

年団野球交流会開催
!!

高知高校野球部ＯＢ・
安芸郡内スポーツ少

年団野球交流会開催
!!

高知中学野球部、奈
半利中学野球部、田

野中学野球部合同練
習開催 !!

高知中学野球部、奈
半利中学野球部、田

野中学野球部合同練
習開催 !!

高知中学野球部、奈
半利中学野球部、田

野中学野球部合同練
習開催 !!

第３５回奈半利
町内駅伝競走

大会開催

第３５回奈半利
町内駅伝競走

大会開催

　

1
月
19
日（
日
）に
高
知
高
校
野
球
部
の

中
村
部
長
を
は
じ
め
、
現
役
を
退
い
た
東

部
地
区
の
３
年
生
4
人
を
迎
え
て
、
奈
半

利
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
や
安
芸
郡
内
の
少
年

団
と
野
球
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、晴
天
に
も
恵
ま
れ
、奈
半
利
出

身
者
の
和
田
侑
晟
君
を
は
じ
め
、
昔
少
年

野
球
で
活
躍
し
て
い
た
東
部
地
区
出
身
の

高
校
生
が
、
ひ
と
回
り
も
ふ
た
回
り
も
大

き
く
た
く
ま
し
く
な
っ
た
姿
を
、
小
学
生

に
披
露
し
交
流
し
ま
し
た
。小
学
生
、高
校

生
と
も
緊
張
し
た
面
持
ち
で
練
習
を
し
て

い
ま
し
た
が
、
す
ぐ
に
小
学
生
と
打
ち
解

け
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

年
々
野
球
を
す
る
子
ど
も
た
ち
が
減
っ

て
き
て
い
る
中
、
今
は
毎
週
土
曜
日
の
14

時
か
ら
体
験
入
部
と
い
う
形
で
、
練
習
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

1
月
19
日（
日
）に
高
知
中
野
球
部
と
奈

半
利
中
、田
野
中
野
球
部
が
交
流
も
含
め
、

合
同
練
習
を
開
催
し
ま
し
た
。高
知
中
か

ら
は
、浜
口
監
督
を
は
じ
め
、引
退
し
た
3

年
生
9
人
を
引
き
連
れ
、
全
国
で
も
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
選
手
と
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ

プ
や
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
な
ど
を
行
い
、
レ

ベ
ル
の
高
い
プ
レ
ー
を
肌
で
感
じ
な
が
ら

一
緒
に
汗
を
か
き
ま
し
た
。

　

け
が
を
し
な
い
よ
う
に
す
る
ス
ト
レ
ッ

チ
や
基
本
と
な
る
基
礎
練
習
な
ど
を
真
剣

に
取
り
組
む
高
知
中
野
球
部
員
の
姿
勢
を

見
て
、
奈
半
利
中
、
田
野
中
野
球
部
員
も
、

改
め
て
普
段
の
練
習
の
取
り
組
み
方
に
違

い
が
あ
る
こ
と
を
認
識
で
き
た
こ
と
と
思

い
ま
す
。合
同
練
習
に
よ
っ
て
、一
緒
に
体

感
し
、交
流
し
、お
互
い
が
向
上
で
き
た
い

い
合
同
練
習
と
な
り
ま
し
た
。

★年齢等、特に決まりはないので、いつでも遊び
　に来てください。

イ ベ
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中芸観光協議会だより
　TEL　0887-38-3306　FAX　0887-38-3307
　HP　http://www.chugeikanko.com/ 
　E-mail chugeikanko@gol.com

中芸観光おもてなし（接客・マナー）講座の開講

　２月２日（日）中芸地域
で活動するガイド他２５人
が参加し、町並みを見学。
ガイドとしての説明要領
を研修しました。その後
ガイドとしての心構え・ノ
ウハウ・新人の養成・町並
み保存にあたっての考え
など多くのことを学ぶ有
意義な研修旅行となりま
した。

2014年3月発行

第4号
中芸観光協議会　会長

籠尾　信之

　２月５日（水）中芸地域観光従事者を対象に、土佐流おもてなし塾・接客マナーコンサルタント金山久里子氏を講師
にお迎えし、おもてなし講座を実施しました。立居振る舞い（基本の動作・名刺の授受・来客応対・訪問マナー）や言葉
遣い（敬語・配慮のある話し方・電話応対・クレーム対応）を参加者34人が学び、「自分の接客対応の悪さに気付かさ
れた」、「知らなかったことが理解でき今後の接客に生かしたい」などの感想をいただきました。今後も継続して取り
組んでいく予定です。

　寒さの中にも野山や陽の光に春の訪れを感じる頃となりました。皆様いかがお過ごしでしょうか。
　中芸観光協議会では平成27年度に開催する高知県東部地域博覧会に向け、ガイド研修旅行や中芸
住民観光講座等の取り組みを開始しました。

中芸地域住民観光講座「野根山街道の歴史」

　

宇
川
地
区
へ
の
主
要
線
は
、町
道
宇
川
線
し
か
な
く
、地

震
や
台
風
等
の
災
害
時
に
は
、落
石
・
土
砂
災
害
等
に
よ

り
、道
路
が
封
鎖
さ
れ
孤
立
の
恐
れ
が
あ
る
集
落
で
す
。

　

地
区
で
は
来
る
べ
き
災
害
に
備
え
、集
落
が
孤
立
し
た

場
合
に
は
、隣
接
す
る
平
地
区
へ
の
避
難
路
及
び
連
絡
道

と
し
て
、須
川
川
沿
い
の
里
道（
昔
の
生
活
道
）を
地
区
の

避
難
路
に
位
置
付
け
を
し
、
管
理
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
度
、
避
難
路
の
一
部
に
補
修
が
必
要
と
な
っ
た
た

め
、
休
日
に
地
区
住
民
（
自
主
防
災
組
織
）
が
集
ま
り
、

木
材
や
ロ
ー
ブ
な
ど
で
お
手
製
の
手
す
り
を
付
け
、
ま
た

崩
れ
か
け
た
箇
所
に
は
、
橋
を
架
け
る
な
ど
の
補
強
作
業

を
行
い
ま
し
た
。

　

災
害
は
い
つ
来
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
大
規
模

な
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
道
路
交
通
網
の
寸
断
や
同
時

災
害
の
多
発
に
よ
り
、
公
的
な
防
災
機
関
の
活
動
が
大
幅

に
制
限
さ
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。 

　

こ
う
し
た
場
合
、
事
前
の
避
難
経
路
の
確
認
や
管
理
、

地
域
住
民
に
よ
る
初
期
消
火
や
負
傷
者
の
救
出
、
救
護
な

ど
の
自
主
防
災
活
動
が
、
被
害
軽
減
の
た
め
に
重
要
に
な

っ
て
き
ま
す
。

　

宇
川
地
区
の
自
主
的
な
避
難
経
路
整
備
は
自
助
、
共
助

の
見
本
で
あ
り
、
今
後
も
地
域
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組

む
、
自
主
防
災
活
動
を
一
層
支
援
し
て
い
き
、
減
災
対
策

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

地
区
住
民
が
集
ま
り
避
難
路
を
補
修

（
宇
川
地
区
自
主
防
災
組
織
）　

　

奈
半
利
町
で
は
、今
後
高

い
確
率
で
発
生
が
想
定
さ
れ

る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
や

台
風
・
火
災
等
の
災
害
に
備

え
、日
々
自
主
防
災
組
織
を

中
心
に
、各
地
区
で
避
難
訓

練
や
避
難
経
路
の
点
検
・
消

火
訓
練
な
ど
が
行
わ
れ
て
お

り
ま
す
。

　

各
地
区
で
実
施
さ
れ
る
自

主
防
災
組
織
の
活
動
の
な
か

で
、
地
区
住
民
が
集
ま
り
避

難
路
の
補
修
を
行
っ
た
宇
川

地
区
の
特
徴
あ
る
活
動
事
例

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

ボランティアガイド正木会長の
説明を熱心に聞く参加者

うだつの町並み約４３０ｍ、江戸
から明治の藍商５０戸の町地　

うだつの町並みガイドの会の
皆さんとの意見交換会吉田家での假屋崎省吾華道展

徳島脇町　うだつの町並みガイド研修徳島脇町　うだつの町並みガイド研修徳島脇町　うだつの町並みガイド研修

　中芸地域の皆さんに身近にある「お宝」を再発見・再認識していただくため２月９日（日）東洋町文化財保護審議委
員・原田英祐氏を講師にお迎えし、住民観光講座を実施しました。47人の住民の方にご参加いただき、野根山街道の
起源や変遷等、興味深いお話を語っていただきました。
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○
戸
籍
副
本
デ
ー
タ
管
理 

シ
ス
テ
ム
の
構
築

　

戸
籍
副
本
デ
ー
タ
管
理
シ
ス
テ
ム

が　

月
１
日
に
運
用
を
開
始
し
た
。

１０

　

こ
れ
は
、
大
規
模
災
害
が
発
生
し

た
場
合
、
市
区
町
村
と
法
務
局
等
で

保
存
す
る
戸
籍
の
正
本
・
副
本
が
同

時
に
滅
失
す
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
、

戸
籍
情
報
シ
ス
テ
ム
デ
ー
タ
の
全
て

を
専
用
回
線
で
結
ぶ
『
総
合
行
政

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』
を
利
用
し
、
管
理

セ
ン
タ
ー
で
保
管
・
管
理
す
る
た
め

の
も
の
。

○
奈
半
利
会

　

去
る　

月
５
日
横
浜
市
、　

月　

１０

１０

２０

日
大
阪
市
、　

月　

日
に
は
、高
知
市

１１

２９

に
お
い
て
、奈
半
利
会
が
開
催
さ
れ

た
。各
奈
半
利
会
の
参
加
者
と
の
交

流
を
通
じ
て
得
た
人
脈
や
情
報
を
今

後
の
行
政
に
活
か
し
て
い
き
た
い
。

○
第
４
回
な
は
り
ま
る
ご
と

フ
ェ
ア

　
　

月　

日
に
「
第
４
回
な
は
り
ま

１０

１２

る
ご
と
フ
ェ
ア
」
を
サ
ニ
ー
ア
ク
シ

ス
南
国
店
に
お
い
て
開
催
。
７
団
体

が
参
加
し
、
町
特
産
品
の
販
売
、
広

報
を
行
っ
た
。
ま
た
、
あ
わ
せ
て
奈

半
利
町
の
広
報
用
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
会
場
内

で
放
映
し
た
。

　

今
後
も
町
の
知
名
度
の
ア
ッ
プ
や

地
場
産
業
の
振
興
、
地
域
活
性
化
の

た
め
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
き
た

い
。

○
高
知
県
知
事
の 

　
　

「
対
話
と
実
行
行
脚
」

　

知
事
が
県
民
と
の
率
直
な
対
話
を

重
ね
、
県
勢
浮
揚
に
向
け
、
官
民
協

働
の
県
政
を
推
進
す
る
た
め
に
行
っ

て
い
る
も
の
。

　

奈
半
利
町
で
は
、
奈
半
利
味
噌
加

工
場
や
藤
村
製
糸
工
場
跡
、
平
・
花

田
集
落
保
全
営
農
組
織
、
奈
半
利

港
、
加
領
郷
漁
港
、
米
ケ
岡
生
活
体

験
学
校
な
ど
町
内
９
カ
所
を
視
察
。

地
域
活
性
化
に
取
り
組
む
団
体
や
住

民
と
活
発
な
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

○
米
ケ
岡
地
区
集
落
維
持
・
活

性
化
事
業

　
　

月　

日
、「
米
ケ
岡
ナ
イ
ト
・
ダ

１０

１９

イ
ニ
ン
グ
」
と
題
し
、「
米
ケ
岡
」
の

お
米
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
食
の
イ
ベ
ン

ト
を
実
施
。
「
米
ケ
岡
米
」
の
ブ
ラ
ン

ド
力
向
上
と
地
域
活
性
化
及
び
交
流

人
口
の
拡
大
を
目
的
に
地
域
住
民
と

と
も
に
取
り
組
ん
だ
。

　

米
ケ
岡
地
区
の
認
知
度
を
高
め
る

た
め
、
各
方
面
で
活
躍
さ
れ
て
い
る

方
を
対
象
に
参
加
者
を
募
集
。
地
元

の
食
材
に
こ
だ
わ
っ
た
コ
ー
ス
料
理

を
振
る
舞
い
、
米
ケ
岡
の
魅
力
を
感

じ
て
い
た
だ
い
た
。

○
先
進
企
業
と
の
協
働
の
森

づ
く
り
事
業
に
つ
い
て

　
　

月　

日
に
「
Ｊ
Ｔ
の
森　

奈
半

１１

１６

利　

２
０
１
３
秋
森
林
保
全
活
動
」

が
行
わ
れ
、
Ｊ
Ｔ
の
社
員
と
そ
の
家

族
約　

人
と
当
町
か
ら
は
地
元
ボ
ラ

５０

ン
テ
ィ
ア
を
は
じ
め
約　

人
が
参
加

６０

し
た
。

　

参
加
者
は
、
郷
分
生
産
森
林
組
合

所
有
の
山
林
に
お
け
る
間
伐
作
業
、

奈
半
利
川
の
清
掃
や
鮎
の
産
卵
場
視

察
、
ふ
る
さ
と
海
岸
の
清
掃
や
サ
ン

ゴ
の
視
察
を
行
う
な
ど
幅
広
い
環
境

保
全
活
動
を
実
施
し
た
。

○
町
営
工
事
及
び
委
託
業
務

　
　

月
に
町
道
大
原
西
ノ
平
線
改
良

１０
工
事
、
町
道
須
川
久
礼
岩
線
改
良
舗

装
工
事
、
百
石
２
号
線
改
良
工
事
、

樋
ノ
口
農
道
改
良
工
事
を
、　

月
に

１１

米
ケ
岡
水
路
改
修
工
事
、
百
石
水
路

改
修
工
事
、
平
水
路
改
修
工
事
、
農

業
用
水
路
樋
門
設
置
工
事
を
発
注
。

現
在
施
工
中
で
あ
り
、
今
後
も
中
山

間
地
域
の
道
路
網
整
備
や
農
業
基
盤

整
備
な
ど
を
進
め
て
い
く
。
ま
た
、

９
月
に
橋
梁
補
修
補
強
設
計
委
託
業

務
を
、　

月
に
舗
装
路
面
性
状
調
査

１１

委
託
業
務
と
道
路
ス
ト
ッ
ク
総
点
検

委
託
業
務
を
発
注
。

　

地
震
・
津
波
対
策
関
連
工
事
は
、

　

月
に
平
松
地
区
に
３
号
津
波
避
難

１１タ
ワ
ー
の
建
設
工
事
、
横
町
団
地
・

横
町
第
２
団
地
・
天
神
北
団
地
の
津

波
避
難
ビ
ル
整
備
工
事
、
津
波
避
難

誘
導
灯
設
置
工
事
を
発
注
。
ま
た
、

現
在
計
画
中
の
地
震
・
津
波
対
策
関

連
工
事
を
早
急
に
発
注
し
、
東
南

海
・
南
海
地
震
に
備
え
て
い
き
た
い
。

○
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
整
備

　
　

月
、
消
防
団
第
１
分
団
に
消
防

１１
ポ
ン
プ
自
動
車
を
整
備
し
た
。
消
防

団
第
１
分
団
の
旧
消
防
ポ
ン
プ
自
動

車
の
老
朽
化
が
著
し
く
、
総
事
業
費

　１２月定例会は、１２月１２日に開会し、町長からの行政報告の後、条例６件、財

産１件、組合関係２件、道路認定１件、予算５件、意見書１件の各案件を原

案どおり可決し、１３日に閉会した。

　一般質問は６人が登壇し、観光や一次産業の振興、震災問題や今後の政治

姿勢などについて執行者の考えを 質 した。
ただ

●平成２５年　第４回定例会（１２月）

行
政
報
告（
要
旨
）

行
政
報
告（
要
旨
）

行
政
報
告（
要
旨
）

行
政
報
告（
要
旨
）

行
政
報
告（
要
旨
）

行
政
報
告（
要
旨
）

行
政
報
告（
要
旨
）

VOL.135
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２
４
、
６
７
５
千
円
で
更
新
を
行
っ

た
。

　　

そ
の
他
、
中
芸
広
域
連
合
で

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
報
告

が
行
わ
れ
た
。

◆
条　

例

○
奈
半
利
町
子
ど
も
・
子
育
て
会
議

設
置
条
例

　

こ
の
条
例
は
、
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
新
制
度
発
足
に
伴
い
、
会
議
を

設
置
し
、
そ
の
組
織
及
び
運
営
に
関

す
る
必
要
事
項
を
条
例
で
定
め
る
も

の
。

 

賛
成
者
全
員
（
可
決
）

　
 

　

問　

子
ど
も
子
育
て
に
関
連
し
、
保

育
の
民
営
化
の
動
き
は
あ
る
か
。

答　

必
要
と
さ
れ
て
い
る
行
政
福
祉

で
あ
り
、
考
え
て
い
な
い
。

問　

本
条
例
に
お
い
て
規
定
す
る
事

務
局
（
住
民
福
祉
課
）
と
現
状
で
実

務
を
行
っ
て
い
る
所
管
課
（
教
育
委

員
会
）
で
は
食
い
違
い
が
あ
る
の
で

は
。

　

質　

疑　
　

答　

子
育
て
全
体
を
考
え
る
児
童
福

祉
と
い
う
観
点
か
ら
住
民
福
祉
課
に

お
い
て
所
管
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

○
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の

の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

奈
半
利
町
子
ど
も
・
子
育
て
会
議

設
置
に
伴
い
、
当
該
委
員
の
報
酬
に

つ
い
て
必
要
な
事
項
を
定
め
る
条

例
。

 

賛
成
者
全
員
（
可
決
）

○
奈
半
利
町
後
期
高
齢
者
医
療
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例

　

地
方
税
法
改
正
に
準
じ
、
保
険
料

に
係
る
延
滞
金
の
利
率
見
直
し
を
行

う
た
め
改
正
す
る
条
例
。

 

賛
成
者
全
員
（
可
決
）

○
奈
半
利
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例 

 　

地
方
税
法
改
正
に
伴
い
、
公
的
年

金
等
に
係
る
町
民
税
の
特
別
徴
収
等

の
見
直
し
の
た
め
改
正
す
る
条
例
。

 

賛
成
者
多
数
（
可
決
）

○
奈
半
利
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

地
方
税
法
改
正
に
伴
い
、
上
場
株

式
等
の
配
当
所
得
に
係
る
課
税
特
例

等
の
見
直
し
の
た
め
改
正
す
る
条

例
。

 

賛
成
者
多
数
（
可
決
）

○
奈
半
利
町
農
機
具
保
管
庫
倉
庫
の

設
置
及
び
管
理
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　

奈
半
利
町
が
所
有
す
る
農
機
具
保

管
庫
を
払
い
下
げ
る
た
め
、
公
の
施

設
か
ら
除
外
す
る
た
め
改
正
す
る
条

例
。

 

賛
成
者
多
数
（
可
決
）

◆
規　

約

○
安
芸
広
域
市
町
村
圏
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
組
合
の
共
同
処
理
す
る

事
務
及
び
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

　

組
合
で
共
同
処
理
す
る
事
務
の
う

ち
、
丸
山
長
寿
園
に
関
す
る
こ
と
を

廃
止
す
る
も
の
。

 

賛
成
者
多
数
（
可
決
）

◆
財　

産

○
町
有
財
産
の
無
償
譲
渡

　

奈
半
利
町
が
所
有
す
る
利
用
さ
れ

て
い
な
い
償
却
期
限
の
過
ぎ
た
農
機

具
保
管
庫
を
無
償
で
譲
渡
す
る
も

の
。

 

賛
成
者
多
数
（
可
決
）

○
安
芸
広
域
市
町
村
圏
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
組
合
の
共
同
処
理
す
る

事
務
変
更
に
伴
う
財
産
処
分
に
つ

い
て

　

組
合
の
所
有
す
る
財
産
の
う
ち
、

丸
山
長
寿
園
に
関
す
る
も
の
を
処
分

す
る
も
の
。

 

賛
成
者
多
数
（
可
決
）

◆
意
見
書

○
「
重
要
５
品
目
の
聖
域
す
ら
守
れ

な
い
環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定

（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
）
交
渉
参
加
か
ら

直
ち
に
撤
退
す
る
こ
と
を
強
く
求

め
る
意
見
書
」

　　

提
出
者　

森
岡
昌
敏　

議
員

 

賛
成
者
全
員
（
可
決
）

◆
補
正
予
算

　
 

　

問　

あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い
事
業
で
有

利
な
起
債
を
減
額
し
、
補
助
事
業
を

導
入
し
た
の
は
。

答　
　

分
の　

充
当
の
新
規
補
助
事

１０

１０

業
が
あ
り
、
起
債
を
起
こ
す
よ
り
有

利
と
判
断
し
た
。

　

質　

疑　
　

平成２５年度各会計予算

採決結果予算総額追加予算額既定予算額会　計　名

賛成者多数２８億４，７２２万円２億６，９３０万円２５億７，７９２万円一般会計

賛成者全員６億１，２３８万円△７万円６億１，２４５万円国保会計特

別

会

計

賛成者全員１億３，１２０万円△７０万円１億３，１９０万円簡易水道

賛成者全員１，１５４万円△１万円１，１５５万円漁業集落排水

賛成者全員５，６３１万円５万円５，６２６万円後期高齢医療

３６億５，８６５万円２億６，８５７万円３３億９，００８万円計
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そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
会
所
管
の
担
当

課
よ
り
、
調
査
事
件
に
係
る
資
料
の

提
出
及
び
経
過
・
状
況
等
に
つ
い
て

の
説
明
、
報
告
を
受
け
、
現
地
等
の

視
察
、
協
議
を
行
っ
た
。　

　

調
査
事
件
及
び
概
要

 　

防
災
事
業
に
関
す
る
調
査

（１）
 

（　

月　

日
）

１１

１１

　

津
波
避
難
計
画
に
お
い
て
避
難
路

周
辺
の
状
況
等
安
全
性
に
つ
い
て
の

調
査
を
行
い
、
完
成
し
た
避
難
路
や

避
難
路
整
備
予
定
地
及
び
避
難
タ

ワ
ー
の
建
設
予
定
地
の
視
察
を
行
っ

た
。

　

主
に
避
難
路
に
つ
い
て
、
被
災
後

避
難
す
る
際
、
危
険
と
な
り
う
る
箇

所
等
が
な
い
か
問
題
点
の
有
無
に
つ

い
て
視
察
に
よ
る
調
査
を
し
、
協
議

を
行
っ
た
。

　

子
ど
も
子
育
て
支
援
制
度
に
関
す

（２）
　

る
調
査 

（　

月
６
日
）

１２

　

総
務
民
生
常
任
委
員
会

　

平
成　

年
度
か
ら
実
施
さ
れ
る
子

２７

ど
も
子
育
て
支
援
制
度
に
つ
い
て
具

体
的
な
事
業
内
容
に
つ
い
て
の
調
査

を
行
っ
た
。
こ
の
事
業
メ
ニ
ュ
ー
に

つ
い
て
は
、
既
に
町
に
お
い
て
実
施

さ
れ
て
い
る
事
業
等
も
含
ま
れ
て
お

り
、
新
た
な
事
業
メ
ニ
ュ
ー
に
つ
い

て
、
住
民
を
対
象
に
ニ
ー
ズ
調
査
を

行
い
、
必
要
と
さ
れ
る
事
業
を
計
画

の
中
に
盛
り
込
ん
で
い
く
。

　

防
災
関
連
工
事
進
捗
状
況
調
査

（３）
 

（　

月
６
日
）

１２

　

津
波
避
難
タ
ワ
ー
建
設
工
事
、
発

注
済
み
１
件
、
入
札
不
調
（
事
業
年

度
の
変
更
を
予
定
）
１
件
、
補
正
予

算
計
上
予
定
１
件
。

　

津
波
避
難
ビ
ル
整
備
工
事
、
発
注

済
み
３
件
、
設
計
中
１
件
。

　

津
波
避
難
路
整
備
工
事
、
完
成
２

件
、
発
注
予
定
２
件
、
補
正
予
算
計

上
予
定
２
件
。

　

高
齢
者
対
策
事
業
概
要
調
査

（４）
 

（
２
月　

日
）

１８

　

高
齢
者
対
策
事
業
に
お
け
る
国
の

動
向
、
高
知
県
の
状
況
、
奈
半
利
町

に
お
け
る
高
齢
者
対
策
に
つ
い
て
調

査
を
行
っ
た
。
奈
半
利
町
に
お
け
る

主
な
事
業
は
、
あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
事
業
、
介
護
保
険
事
業

（
介
護
サ
ー
ビ
ス
）、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
事
業
、
見
守
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
な
ど
。

 　

委
員
会
の
所
管
す
る
地
域
振
興
課

か
ら
調
査
事
件
の
資
料
提
出
、
説
明

を
受
け
、
現
地
視
察
、
協
議
を
行
っ

た
。

　

奈
半
利
町
農
機
具
保
管
庫

（１）
 

（　

月
６
日
）

１２

　

農
機
具
保
管
庫
の
払
い
下
げ
申
請

に
つ
い
て
、
執
行
部
よ
り
報
告
、
説

明
を
受
け
、
対
応
に
つ
い
て
の
協
議

を
行
っ
た
。

　

中
山
間
地
域
の
耕
作
放
棄
地
調
査

（２）
 

（　

月
６
日
）

１２

　

大
原
地
区
の
耕
作
放
棄
地
の
状
況

及
び
平
地
区
に
お
け
る
集
落
営
農
の

状
況
を
視
察
を
行
い
、
防
止
策
や
有

効
な
利
用
方
法
等
耕
作
放
棄
地
対
策

に
つ
い
て
の
協
議
・
検
討
を
行
っ
た
。

　
 

　

地
域
振
興
常
任
委
員
会

  　

視
察
調
査
（　

月　

日
）

１０

１９

　

ダ
ム
濁
水
対
策
に
お
け
る
先
進

地
、
愛
知
県
豊
田
市
に
あ
る
矢
作
ダ

ム
に
お
い
て
整
備
さ
れ
た
浮
沈
式
濁

水
対
策
フ
ェ
ン
ス
の
視
察
調
査
を

行
っ
た
。

　

現
地
で
は
、
管
理
事
務
所
長
よ
り

濁
水
対
策
フ
ェ
ン
ス
整
備
に
至
る
経

過
等
の
説
明
を
受
け
、
質
疑
の
後
、

濁
水
対
策
フ
ェ
ン
ス
を
見
学
し
た
。

　

今
後
、
奈
半
利
川
に
お
け
る
効
果

な
ど
を
検
討
し
な
が
ら
奈
半
利
川
の

根
本
的
な
濁
水
問
題
の
解
決
に
向
け

働
き
か
け
て
い
く
こ
と
と
し
た
。

①
矢
作
ダ
ム
概
要

　

矢
作
ダ
ム
は
、
愛
知
県
豊
田
市
と

岐
阜
県
恵
那
市
に
ま
た
が
る
一
級
河

川
・
矢
作
川
本
流
最
上
流
部
に
建
設

さ
れ
た
ダ
ム
で
あ
る
。　

国
土
交
通

省
直
轄
ダ
ム
で
、
高
さ
１
０
０
メ
ー

ト
ル
の
ア
ー
チ
式
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ

ム
で
、
矢
作
川
の
治
水
と
愛
知
県
西

三
河
地
域
へ
の
利
水
及
び
合
計
１
１

６
万
８
・　

　

の
水
力
発
電
を
行
う

６２
ｋｗ

《
中
間
報
告
》

《
中
間
報
告
》

《
中
間
報
告
》

《
中
間
報
告
》

《
中
間
報
告
》

《
中
間
報
告
》

《
中
間
報
告
》

　

ダ
ム
公
害
対
策
特
別
委
員
会

特
定
多
目
的
ダ
ム
で
あ
る
。

②
浮
沈
式
濁
水
対
策
フ
ェ
ン
ス
の
設

置
経
過

　

平
成　

年
９
月
に
発
生
し
た
東
海

１２

豪
雨
に
よ
り
、
山
間
部
の
地
面
の
露

出
な
ど
に
よ
り
濁
水
が
発
生
し
や
す

い
状
況
と
な
り
、
濁
水
対
策
の
必
要

性
か
ら
「
矢
作
ダ
ム
貯
水
池
総
合
管

理
計
画
検
討
委
員
会
」が
設
置
さ
れ
、

濁
水
対
策
手
法
が
検
討
さ
れ
た
。
そ

の
中
で
、
既
に
設
置
さ
れ
て
い
た
選

択
取
水
装
置
と
併
せ
た
運
用
で
効
果

が
期
待
で
き
、
比
較
的
安
価
な
濁
水

対
策
フ
ェ
ン
ス
が
選
定
さ
れ
た
。

③
浮
沈
式
濁
水
対
策
フ
ェ
ン
ス
の
効

果
及
び
概
要

　

濁
水
防
止
フ
ェ
ン
ス
の
機
能
は
、出

水
時
、高
濁
度
の
流
入
水
を
下
層
へ
導

き
、選
択
取
水
に
よ
る
下
段
取
水
放
流

を
行
う
こ
と
で
濁
水
を
早
期
に
放
流

し
、ダ
ム
上
層
の
清
水
を
保
持
す
る
こ

と
が
で
き
る
。ま
た
、出
水
後
は
、保
持

し
た
清
水
を
放
流
す
る
こ
と
で
濁
水

放
流
の
軽
減
を
図
り
、清
水
が
流
入
し

て
く
る
と
フ
ェ
ン
ス
を
沈
め
る
こ
と

で
ダ
ム
堤
側
に
清
水
を
送
る
。平
成　
１６

年
８
月
設
置
、事
業
費
１
億
５
千
万

円
、フ
ェ
ン
ス
の
延
長
３
４
８
ｍ
、丈

長　

ｍ
、浮
沈
部
中
央　

ｍ
。

１５

８０
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森岡　昌敏　議員
休耕地、空地等を
有効利用する考えは
利用可能な土地は、事業者に紹介している／地域振興課長

こ
れ
か
ら
の
一
次
産
業
の
在
り
方
、

空
地
の
有
効
利
用
に
つ
い
て
問
う

問　

中
山
間
地
問
題
に
お
い
て
は
町
と

し
て
も
様
々
な
面
か
ら
援
助
、応
援
な
ど

を
し
て
い
る
が
現
在
、山
間
部
で
は
何
町

歩
も
の
田
畑
、土
地
が
廃
れ
小
集
落
は
消

え
て
い
く
恐
れ
が
あ
る
。町
と
し
て
何
か

良
い
政
策
を
考
え
て
い
る
か
。

　

農
業
に
関
し
て
は
、
過
疎
化
、
高
齢
化

に
よ
る
担
い
手
不
足
や
農
産
物
の
価
格

低
迷
等
を
背
景
に
大
変
厳
し
い
状
況
に

あ
る
。特
に
山
間
地
域
で
は
、
農
業
社
会

の
形
成
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
り
、
農
地
の

荒
廃
が
進
む
地
域
が
数
多
く
見
ら
れ
る
。

　
　

月
６
日
、町
長
を
は
じ
め
、地
域
振

１２
興
常
任
委
員
の
皆
様
に
荒
れ
た
土
地
を

視
察
し
て
い
た
だ
い
た
。花
田
、久
礼

岩
、大
原
を
見
て
回
っ
て
き
た
が
、こ
れ

ら
の
農
地
荒
廃
防
止
を
図
る
た
め
、町

と
し
て
も
新
規
就
農
者
の
受
け
入
れ
態

勢
に
力
を
注
い
だ
り
、公
共
用
地
以
外

に
空
地
の
有
効
利
用
を
考
え
、自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
事
業
導
入
を
図
っ
て
は
。

　

地
震
、
津
波
と
騒
が
れ
て
い
る
中
、

道
路
を
早
期
に
整
備
し
、
荒
廃
が
進
む

山
間
地
域
に
宅
地
化
を
進
め
て
は
。

　

先
祖
か
ら
守
ら
れ
て
き
た
土
地
を
、荒

廃
さ
せ
、捨
て
る
の
は
ど
う
か
と
思
う
。

土
地
の
荒
廃
が
こ
れ
以
上
進
ま
な
い
よ

う
に
、地
権
者
の
承
諾
を
得
て
、イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
や
、看
板
を
利
用
し「
空
地

有
り
」、「
譲
る
所
有
り
」と
広
告
し
、農
業

を
し
て
み
た
い
人
、「
住
宅
を
」と
言
う
人

を
探
す
な
ど
、こ
れ
以
上
荒
廃
が
進
ま
な

い
よ
う
歯
止
め
を
か
け
た
い
が
。

住
み
や
す
い
環
境
の
形
成
に

注
力
す
る

答　

細
川
地
域
振
興
課
長

　

新
規
就
農
者
の
受
け
入
れ
態
勢
に
つ

い
て
は
、農
業
後
継
者
や
新
た
な
担
い

手
の
人
材
確
保
及
び
育
成
を
図
る
た

め
、ナ
ス
、ピ
ー
マ
ン
、ス
イ
カ
の
季
節

野
菜
の
生
産
を
対
象
に
受
け
入
れ
農
家

の
元
で
研
修
を
希
望
す
る
新
規
就
農
者

を
毎
年
、年
度
当
初
に
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、町
広
報
誌
、町
掲
示
板
、新
聞
折
込

チ
ラ
シ
に
よ
り
募
集
を
行
っ
て
い
る
。

　

受
け
入
れ
に
つ
い
て
は
、
研
修
先
農

家
で
の
研
修
期
間
は
、
原
則
１
年
間
を

基
本
と
し
て
い
る
。
本
人
の
希
望
に
よ

り
１
年
間
延
長
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ

る
。
Ｊ
Ａ
等
の
関
係
機
関
と
の
連
携
を

図
り
な
が
ら
担
い
手
の
確
保
、
育
成
に

努
め
て
い
く
。
ま
た
、
移
住
促
進
事
業

の
取
り
組
み
の
中
で
も
、
農
業
体
験
な

ど
を
通
じ
、
今
後
、
職
業
と
し
て
農
業

を
考
え
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
取
り
組

み
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

空
地
等
の
有
効
利
用
に
つ
い
て
は
、

デ
ッ
カ
局
の
跡
地
、加
領
郷
、
丸
山
、平

山
な
ど
農
地
の
荒
廃
地
な
ど
を
積
極
的

に
紹
介
し
、
立
地
条
件
な
ど
を
検
討
し

て
い
る
。そ
の
中
で
太
陽
光
発
電
設
備

の
設
置
場
所
と
し
て
の
適
正
や
送
電

ル
ー
ト
に
よ
る
電
力
ロ
ス
、
コ
ス
ト
面

な
ど
を
検
討
し
た
結
果
、現
段
階
で
は

平
山
の
遊
休
農
地
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
役

場
庁
舎
、
保
健
セ
ン
タ
ー
を
候
補
地
と

し
て
太
陽
光
発
電
所
の
設
置
に
向
け
て

協
議
を
進
め
て
い
る
。ま
た
、山
間
部
の

住
環
境
改
善
を
図
る
た
め
、
町
道
大
原
・

西
ノ
平
線
、須
川
・
久
礼
岩
線
の
道
路
拡

幅
改
良
工
事
に
も
着
手
。
消
防
車
や
救

急
車
等
の
緊
急
車
両
の
通
行
を
容
易
に

す
る
な
ど
生
活
の
基
盤
と
な
る
道
路
改

良
を
進
め
る
な
ど
中
山
間
地
域
の
住
み

や
す
い
環
境
形
成
に
注
力
し
て
い
く
。

▲耕作放棄の進む中山間農地

禦

亨

魚

享

挙挙挙挙

鋸鋸鋸鋸

虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚

許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許

議会を傍聴してみませんか ！

場所は、役場３階です
詳しくは、議会事務局：　38－8183まで

どのように会議を行っているのか、直接その様子を見たり、どのように会議を行っているのか、直接その様子を見たり、
聞いたりできます。ぜひ傍聴に足をお運びください。聞いたりできます。ぜひ傍聴に足をお運びください。
どのように会議を行っているのか、直接その様子を見たり、
聞いたりできます。ぜひ傍聴に足をお運びください。
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今
の
情
勢
を
ど
う
考
え
る

問　

四
国
電
力
伊
方
原
発
３
号
機
は
、

現
在
、
原
子
力
委
員
会
が
原
発
の
再
稼

働
審
査
を
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
て
い
る
。

　

だ
が
伊
方
原
発
の
前
面
海
域
に
は
日

本
最
大
の
活
断
層
が
走
る
最
も
危
険
な

原
発
の
一
つ
で
あ
る
。
福
島
原
発
事
故

か
ら
２
年
９
カ
月
、
今
な
お　

万
人
以

１４

上
が
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
だ
け
に
伊
方
原
発
再
稼
働
に
反
対

す
る
大
規
模
集
会
が
、
松
山
市
に
８
、

０
０
０
人
結
集
し
、
集
会
デ
モ
行
進
を

し
た
。
伊
方
原
発
の
再
稼
働
を
許
せ
ば

全
国
に
連
動
す
る
。
国
民
県
民
の
願
い

は
原
発
を
な
く
し
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

転
換
す
べ
き
で
あ
る
。

　

伊
方
原
発
で
事
故
が
起
き
れ
ば
中
四

国
に
と
ど
ま
ら
ず
関
西
都
市
圏
を
直
撃

す
る
緊
迫
し
た
情
勢
を
ど
う
考
え
対
応

す
る
か
。

　

原
発
を
な
く
し
、
安
全
な
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
転
換
す
べ
き
と
考
え
る
が
見

解
は
。

安
全
が
保
証
さ
れ
な
い
限
り

再
稼
働
す
べ
き
で
な
い

答　

齊
藤
町
長

　

東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
福
島
第
１

原
発
事
故
の
周
辺
自
治
体
の
被
害
状

況
、
ま
た
伊
方
原
発
は
南
海
・
東
南
海

地
震
が
明
日
起
こ
っ
て
も
お
か
し
く
な

い
と
言
わ
れ
る
中
、
四
国
を
横
断
す
る

中
央
構
造
線
の
真
上
に
あ
り
、
も
し
大

規
模
地
震
に
襲
わ
れ
れ
ば
、
大
事
故
を

引
き
起
こ
す
可
能
性
が
高
い
な
ど
、

様
々
な
リ
ス
ク
を
抱
え
て
い
る
状
況
に

お
い
て
安
全
性
が
確
実
に
保
障
さ
れ
て

い
な
い
限
り
再
稼
働
す
べ
き
で
な
い
と

考
え
る
。
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
に
つ

き
ま
し
て
は
現
在
国
に
お
い
て
太
陽

光
、
水
力
、
風
力
な
ど
再
生
可
能
な
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
拡
大
を
図
る
た
め

様
々
な
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

　

当
町
も
有
利
な
事
業
を
活
用
し
、
公

共
施
設
へ
の
太
陽
光
発
電
施
設
を
進
め

る
な
ど
し
て
再
生
可
能
な
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
利
用
拡
大
を
検
討
し
て
い
き
た

い
。住

民
の
安
心
の
た
め
南
海
地

震
対
策
に
万
全
を

　
答　

齊
藤
町
長

　

南
海
地
震
対
策
は
当
町
も
住
宅
耐
震

化
、
津
波
避
難
タ
ワ
ー
建
設
、
避
難
場

所
の
整
備
、
奈
半
利
港
防
波
堤
の
取
り

組
み
、
自
主
防
災
組
織
の
組
織
化
、
災

害
時
、
特
に
要
支
援
者
を
支
援
す
る
体

制
づ
く
り
、
防
災
訓
練
等
、
住
民
の
命

を
守
る
数
々
の
対
策
を
全
力
で
取
り
組

ん
で
い
る
。

４
号
津
波
避
難
タ
ワ
ー（
メ

ダ
カ
公
園　

横
町
）は
、住
民

の
安
全
は
確
保
で
き
る
か

問　

４
号
津
波
避
難
タ
ワ
ー
は
道
路
が

狭
く
構
造
物
が
建
設
さ
れ
る
と
消
防

車
、
救
急
車
が
入
り
に
く
く
な
る
し
高

齢
者
の
た
め
の
介
護
の
車
も
入
り
に
く

く
な
る
の
で
反
対
だ
。
ま
た
、
有
形
文

化
財
の
景
観
が
壊
れ
る
、
景
観
条
例
に

違
反
し
な
い
か
反
対
だ
。
タ
ワ
ー
の
付

近
の
家
屋
は
築
１
０
０
年
以
上
の
建
物

が
多
く
震
度
７
の
地
震
が
く
れ
ば
倒
壊

す
る
恐
れ
が
あ
る
と
の
声
が
あ
り
、
住

民
が
安
心
し
て
タ
ワ
ー
に
避
難
で
き
る

の
か
。
タ
ワ
ー
の
近
く
の
家
屋
の
耐
震

ま
た
は
除
却
の
見
通
し
は
。
４
号
は
白

紙
に
戻
し
て
再
検
討
を
す
る
考
え
は
。

耐
震
化
事
業
の
実
施
と
住
宅

除
却
は
可
能
な
限
り
進
め
た
い

答　

太
田
総
務
課
長

　

４
号
津
波
避
難
タ
ワ
ー
周
辺
の
老
朽

化
住
宅
に
つ
き
ま
し
て
は
住
宅
耐
震
化

事
業
の
実
施
、
所
有
者
に
促
し
て
い
き

た
い
。
住
宅
除
却
に
関
す
る
補
助
事
業

を
制
度
化
し
可
能
な
限
り
除
却
し
て
い

た
だ
く
方
向
で
所
有
者
を
協
議
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

そ
の
他
に
行
っ
た
質
問　
　
　

　

耐
震
化
事
業
、
避
難
道
に
か
か
る
ブ

ロ
ッ
ク
塀
の
改
修
の
進
捗
率
は

　

避
難
道
に
か
か
る
橋
の
補
強

　

危
険
な
家
屋
を
除
却
の
計
画
は

　

避
難
道
路
の
新
設
に
つ
い
て
質
問
を

行
っ
た
。

山中　茂　議員
伊方原発の再稼働に反対を
安全が保証されない限り
再稼働すべきでない／町長

▲避難誘導灯



VOL.135　議会だより　葛 12

　

町
税
徴
収
に
つ
い
て

問　

滞
納
問
題
に
つ
い
て
は
、
平
成　
１８

年　

月
議
会
に
て
質
問
し
た
が
、
７
年

１２
後
に
至
っ
て
も
さ
ほ
ど
改
善
の
あ
と
が

見
ら
れ
な
い
。

　

去
る　

月　

日
の
高
知
新
聞
に
掲
載

１１

２５

さ
れ
た
通
り
、
県
内　

市
町
村
中
、

３４

ワ
ー
ス
ト
６
位
、
ま
た
、
県
内　

市
を

１１

除
く
と
東
洋
町
に
次
ぐ
ワ
ー
ス
ト
２
位

と
い
う
惨
た
ん
た
る
結
果
で
あ
る
。

　

半
面
、
ふ
る
さ
と
納
税
分
野
に
お
い

て
は
、
県
内
市
町
村
の
先
頭
を
走
り
、

　

月
４
日
現
在
１
、
３
３
６
件
に
達
す

１２る
好
調
ぶ
り
で
あ
る
が
、
肝
心
の
町
税

徴
収
率
低
迷
が
非
常
に
残
念
に
思
う
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
の
対
応
を
税
務
担
当

職
員
が
兼
任
し
て
お
り
、
本
業
が
手
抜

か
り
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
と
危
惧
す

る
が
い
か
が
な
も
の
か
。
そ
こ
で
、
徴

収
税
率
低
下
傾
向
の
原
因
と
今
後
の
対

応
策
を
伺
う
。

職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
よ
り

徐
々
に
成
果
を
上
げ
て
い
る

答　

太
田
総
務
課
長

　

当
町
に
お
け
る
町
税
徴
収
率
の
推
移

は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、
平
成　

年
２３

度
に
は　

・
８
％
と
な
っ
て
い
た
。し
か

８９

し
な
が
ら
昨
年
度
は
、
公
表
さ
れ
た
通

り　

・
６
％
に
減
少
し
、
県
内
平
均
を

８８
大
き
く
下
回
る
大
変
厳
し
い
結
果
と

な
っ
た
。

　

そ
の
要
因
と
し
て
は
、
当
町
の
基
幹

産
業
で
あ
る
農
業
、
水
産
業
の
低
迷
や

過
疎
化
、
少
子
高
齢
化
に
伴
う
生
産
年

齢
人
口
の
減
少
等
に
よ
り
、
収
入
の
伸

び
悩
み
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
社
会
保
障
関
係

費
の
増
大
す
る
他
、
地
震
対
策
経
費
な

ど
の
財
政
需
要
が
一
層
増
加
し
、
貴
重

な
自
主
財
源
で
あ
る
地
方
税
収
の
確
保

が
よ
り
重
要
と
な
る
。

　

納
税
は
国
民
の
義
務
で
あ
り
、
公
平

性
は
確
実
に
担
保
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
県
内
的
に
債
権
管
理
機
構
に
よ
る

広
域
的
な
滞
納
整
理
が
成
果
を
上
げ
て

お
り
、
当
町
も
、
平
成　

年
７
月
に
徴

２５

収
率
向
上
で
成
果
を
上
げ
て
い
る
幡
多

広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
の
租
税
債
権

管
理
機
構
と
併
任
協
定
を
締
結
し
、
研

修
や
情
報
交
換
を
通
じ
、
滞
納
整
理
の

ノ
ウ
ハ
ウ
や
担
当
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
を
図
り
な
が
ら
、
悪
質
滞
納
者
に
対

す
る
預
貯
金
や
給
与
、
捜
査
に
よ
る
動

産
の
差
し
押
さ
え
を
は
じ
め
、
厳
格
な

滞
納
処
分
を
実
施
、
そ
の
結
果
、　

月
１１

末
現
在
、
対
前
年
同
月
比
の
滞
納
繰
越

分
は
、
金
額
に
し
て　

・
４
％
に
改
善

５２

さ
れ
、
徐
々
に
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

供
一
目
瞭
然
僑
魅
力
あ
る

奈
半
利
を
発
信
す
る
観
光

看
板
設
置
を

問　

町
内
各
地
に
設
置
し
て
い
る
観
光

看
板
に
つ
い
て
、
奈
半
利
町
の
観
光
看

板
に
は
行
政
主
導
で
作
成
し
た
も
の
が

少
な
く
、
唯
一
、
町
並
み
散
策
用
看
板

が
国
の
登
録
有
形
文
化
財
に
は
立
派
な

看
板
が
設
置
さ
れ
申
し
分
な
い
が
、
最

も
通
行
人
の
目
に
留
ま
る
国
道
沿
い
へ

の
設
置
が
少
な
い
の
が
残
念
だ
。

　

六
本
松
の
ふ
る
さ
と
海
岸
入
り
口
に

１
カ
所
設
置
さ
れ
て
は
い
る
が
２
メ
ー

ト
ル
四
方
に
満
た
な
い
、
小
さ
な
も
の

で
、
肝
心
の
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
印
象
は

極
め
て
低
い
よ
う
に
思
う
。

　

近
隣
市
町
村
の
観
光
看
板
は
ど
れ
も

が
、
そ
の
町
の
特
徴
を
活
か
し
、供
ど
デ

カ
く
僑
そ
び
え
立
ち
通
行
人
の
視
覚
へ

飛
び
込
ん
で
く
る
も
の
ば
か
り
で
あ

る
。

　

当
町
に
も
、
近
隣
市
町
村
に
は
な
い

す
ば
ら
し
い
観
光
素
材
が
あ
る
の
で

は
。例
え
ば
、
全
国
に
例
を
見
な
い
「
サ

ン
ゴ
の
海
」
、「
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
の
海
辺

の
自
然
学
校
」
、
子
ど
も
の
集
う
「
ち

び
っ
子
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
」
の
ふ
る
さ

と
海
岸
、「
野
根
山
街
道
」
散
策
、
古
民

家
の
立
ち
並
ぶ
「
登
録
有
形
文
化
財
」

等
々
。

　

趣
向
を
凝
ら
し
、
イ
ン
パ
ク
ト
の
強

い
看
板
を
設
置
し
、
「
交
流
人
口
拡
大
」

を
図
る
べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が
な
も

の
か
。

効
果
的
な
も
の
を
考
え
て
い
く

　
　答　

細
川
地
域
振
興
課
長

　

東
部
博
覧
会
を
目
論
み
、
国
道
沿
い

へ
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
観
光
看
板
を
設

置
す
る
。

　

観
光
看
板
等
に
つ
い
て
は
、
行
政
、

民
間
そ
れ
ぞ
れ
で
設
置
し
て
い
る
が
、

設
置
場
所
に
よ
り
そ
の
効
果
は
大
き
く

左
右
さ
れ
る
。

　

国
道　

号
線
沿
い
、
奈
半
利
駅
入
り

５５

口
に
設
置
し
て
い
る
も
の
は
、
民
間
主

導
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

が
、
看
板
と
し
て
は
国
道
付
近
に
設
置

さ
れ
て
い
る
も
の
が
一
番
目
に
留
ま
り

や
す
く
、
今
後
は
こ
れ
ら
も
念
頭
に
入

れ
、
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
特
色
の
あ
る

も
の
と
し
、
よ
り
効
果
が
発
揮
で
き
る

イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
看
板
の
作
成
設
置

を
考
え
て
い
く
。　
　

竹内　哲夫　議員
町税徴収率向上の対応策は
租税債権管理機構と協定し
スキルアップを…／総務課長
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太
陽
光
発
電
の
町
、　
　

奈
半
利
当
町
の
設
備
申
請

の
状
況
は

問　

県
は
今
秋
を
め
ど
に
、
地
域
の
防

災
拠
点
や
避
難
所
へ
の
太
陽
光
発
電
設

備
、
蓄
電
池
の
導
入
に
対
し
て
補
助
を

開
始
す
る
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

普
及
を
目
的
と
す
る
国
の
基
金
か
ら
本

県
配
分
額
と
し
て　

億
円
の
交
付
が
決

１８

ま
り
、
災
害
時
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
の

強
化
を
図
る
。
公
共
施
設
へ
の
導
入
は

全
額
補
助
と
な
る
予
定
。
県
は
９
月
補

正
予
算
で
国
の
交
付
金
を
予
算
化
し
た

上
で
、
申
請
の
受
付
を
開
始
す
る
。
設

備
対
象
は
役
場
庁
舎
、
福
祉
施
設
等
で

防
災
拠
点
避
難
所
に
指
定
さ
れ
て
い
る

体
育
館
、
学
校
な
ど
も
対
象
に
な
る
。

　

①
当
町
の
補
助
対
象
施
設
の
太
陽
光

発
電
設
備
申
請
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
か
。

　

②
ま
た
中
芸
地
区
４
カ
町
村
の
状
況

は
。当

町
は
申
請
し
て
い
な
い

答　

細
川
地
域
振
興
課
長

　

①
当
町
で
は
、
平
成　

年
度
よ
り
民

２４

間
企
業
（
Ｊ
Ｃ
サ
ー
ビ
ス
）
と
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
た
防
災
か
つ

減
災
型
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
シ

ス
テ
ム
の
構
築
に
つ
い
て
基
本
合
意
書

を
締
結
し
た
上
で
、
各
候
補
地
で
の
設

置
の
可
否
に
つ
い
て
検
討
し
た
結
果
、

現
段
階
で
は
平
山
の
遊
休
農
地
約
２
ヘ

ク
タ
ー
ル
と
、
役
場
庁
舎
、
保
健
セ
ン

タ
ー
を
候
補
地
と
し
て
太
陽
光
発
電
所

の
設
置
に
向
け
て
協
議
を
進
め
て
い

る
。そ
の
他
の
公
共
施
設
に
つ
い
て
は
、

文
部
科
学
省
の
補
助
金
に
よ
り
、
奈
半

利
小
学
校
、
加
領
郷
小
学
校
は
す
で
に

太
陽
光
発
電
設
備
を
設
置
し
て
お
り
、

奈
半
利
中
学
校
も
現
在
工
事
を
発
注
し

て
い
る
。

　

高
知
県
の
グ
リ
ー
ン
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー

ル
基
金
事
業
に
つ
い
て
は
、
太
陽
光
発

電
施
設
と
蓄
電
池
を
セ
ッ
ト
で
設
置
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
全
量
売
電
は
で

き
な
い
、
余
剰
電
力
の
売
電
は
別
会
計

と
し
て
維
持
に
利
用
す
る
こ
と
、
固
定

価
格
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
、
蓄
電
池

に
つ
い
て
は
５
～
７
年
の
内
に
取
り
替

え
る
必
要
が
あ
り
、
規
模
に
よ
っ
て
違

う
が
数
百
万
円
の
費
用
が
発
生
す
る
、

こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
蓄
電
池
と
セ
ッ
ト

な
の
で
維
持
管
理
が
ど
う
し
て
も
必
要

に
な
る
、
な
ど
の
理
由
に
よ
り
当
町
は

申
請
し
て
い
な
い
。

　

②
中
芸
４
カ
町
村
の
状
況
に
つ
い
て

は
、
３
カ
町
村
で
４
施
設
に
つ
い
て
要

望
を
出
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

個
人
住
宅
へ
太
陽
光
発
電

の
推
進
を
し
て
は
ど
う
か

問　

個
人
住
宅
に
当
町
独
自
の
太
陽
光

発
電
設
備
の
補
助
金
を
出
し
、
太
陽
光

発
電
の
推
進
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

今
後
検
討
し
て
い
き
た
い

答　

細
川
地
域
振
興
課
長

　

個
人
住
宅
向
け
の
補
助
金
は
、
国
の

補
助
制
度
が
あ
る
。
当
町
単
独
で
補
助

事
業
を
展
開
す
る
に
は
財
政
上
の
検
討

も
必
要
で
あ
り
、
現
時
点
で
は
難
し
い

状
況
だ
が
、
今
後
検
討
し
て
い
き
た

い
。メ

ガ
ソ
ー
ラ
ー
の
検
討
は

問　

①
休
耕
田
等
荒
廃
し
て
い
る
土
地

が
多
く
、
山
間
部
で
は
高
圧
線
も
近
く

に
通
り
、
日
当
た
り
も
良
く
地
形
的
に

も
設
備
も
比
較
的
安
く
建
設
で
き
そ
う

な
場
所
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。
民
間
主

導
型
第
３
セ
ク
タ
ー
で
、
メ
ガ
ソ
ー

ラ
ー
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　

②
ま
た
農
地
に
対
し
て
も
、
農
地
法

も
あ
る
が
農
業
委
員
会
に
、
農
地
の
ま

ま
で
太
陽
光
発
電
設
備
設
置
を
で
き
る

よ
う
に
要
望
す
る
考
え
は
。

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
は
シ
ス
テ
ム

構
築
を
進
め
て
い
る

答　

細
川
地
域
振
興
課
長

　

①
民
間
主
導
型
第
３
セ
ク
タ
ー
で
の

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
の
設
置
に
つ
い
て
は
、

先
ほ
ど
も
説
明
し
た
と
お
り
、
現
在
民

間
企
業
（
Ｊ
Ｃ
サ
ー
ビ
ス
）
と
シ
ス
テ

ム
の
構
築
を
進
め
て
い
る
段
階
で
あ

る
。

　

②
農
地
の
転
用
に
関
し
て
は
、
農
地

法
の
定
め
が
あ
り
農
業
委
員
会
へ
要
望

を
し
て
も
農
地
法
の
改
正
、
規
制
緩
和

措
置
等
が
な
け
れ
ば
難
し
い
と
思
わ
れ

る
。

　

制
度
的
に
は
、
農
地
に
支
柱
を
立
て

て
そ
の
上
に
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
設
置

し
、
そ
の
下
で
作
物
を
作
る
こ
と
は
可

能
だ
が
、
そ
の
際
に
も
支
柱
を
設
置
す

る
場
所
は
部
分
的
に
農
地
転
用
の
許
可

が
必
要
と
な
る
の
で
、
農
地
法
の
適
用

を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。

　

今
後
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
対

す
る
国
の
動
向
に
よ
り
、
太
陽
光
パ
ネ

ル
設
置
等
に
つ
い
て
、
遊
休
農
地
な
ど

を
利
用
す
る
場
合
な
ど
、
農
地
法
の
改

正
、
規
制
緩
和
な
ど
の
措
置
が
図
ら

れ
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
設
置
が
簡
素
化
さ

れ
る
も
の
と
考
え
る
。

安岡 　　健　議員
自然エネルギー(太陽光発電)
推進の考えは？
太陽光発電設置に向け協議を進めている／地域振興課長
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減
反
補
助
金
２
３
９
万
円

の
減
額
が
見
込
ま
れ
る

問　

国
の
政
策
転
換
で
、
減
反
廃
止
・

補
助
金
の
見
直
し
、
転
作
補
助
金
の
拡

充
、
日
本
型
直
接
支
払
制
度
な
ど
コ
メ

政
策
の
転
換
が
来
年
度
か
ら
実
施
さ
れ

る
。
こ
の
コ
メ
政
策
の
転
換
に
よ
る
当

町
の
高
齢
農
家
、
小
規
模
な
兼
業
農

家
、
中
山
間
地
域
に
与
え
る
影
響
を
聞

く
。農

業
離
れ
、
耕
作
放
棄
地
の

拡
大
が
懸
念
さ
れ
る

答　

細
川
地
域
振
興
課
長

　

農
業
政
策
転
換
の
主
な
内
容
は
、
コ

メ
の
直
接
支
払
交
付
金
に
つ
い
て
激
変

緩
和
の
た
め
経
過
措
置
と
し
て
、
平
成

　

年
産
米
か
ら
単
価
を
１
５
、
０
０
０

２６円
か
ら
７
、
５
０
０
円
に
削
減
し
た
上

で
、
平
成　

年
産
米
ま
で
の
時
限
措
置

２９

と
し
て
平
成　

年
産
米
か
ら
廃
止
す

３０

る
、
日
本
型
直
接
支
払
制
度
の
創
設

で
、
農
業
農
村
の
有
す
る
多
面
的
機
能

の
維
持
発
揮
を
図
る
た
め
地
域
の
農
業

者
が
共
同
で
取
り
組
む
地
域
支
援
活
動

を
支
援
す
る
、
そ
し
て
現
在
の
農
地
、

水
、
水
保
全
管
理
支
払
を
組
み
替
え
資

源
向
上
支
払
と
す
る
、
ま
た
、
農
地
維

持
支
払
を
追
加
す
る
な
ど
の
措
置
を
講

じ
、　

ア
ー
ル
当
た
り
の
交
付
単
価
を

１０

引
き
上
げ
る
、
中
山
間
地
域
直
接
支
払

制
度
、
環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
払
支

援
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
枠
組
み
を
維

持
し
つ
つ
継
続
す
る
。

　

政
策
転
換
に
よ
る
当
町
へ
の
影
響

は
、
コ
メ
の
直
接
支
払
交
付
金
の
減
額

に
よ
る
も
の
で
、
平
成　

年
度
ベ
ー
ス

２４

で
４
６
９
万
円
の
支
払
交
付
金
が
平
成

　

年
は
、
２
３
４
万
円
の
減
額
に
な

２６る
。そ
し
て
、
飼
料
米
の
作
付
に
よ
り
、

現
行
の　

ア
ー
ル
当
た
り
８
万
円
の
数

１０

量
支
払
に
よ
り
５
５
、
０
０
０
円
～
１

０
５
、
０
０
０
円
に
拡
大
さ
れ
る
部
分

も
あ
る
が
、
当
町
で
は
、
平
野
部
で　
７．５

俵
の
生
産
で
あ
る
か
ら
現
行
の
８
万
円

で
変
わ
ら
ず
に
推
移
し
て
い
く
も
の
と

思
わ
れ
る
。政
策
転
換
に
よ
る
影
響
は
、

そ
の
運
用
な
ど
に
不
透
明
な
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
す
が
、
農
地
保
有
合
理
化
が
進

ま
な
い
中
山
間
地
域
農
地
の
集
約
が
難

し
く
、
ま
た
、
数
量
が
少
な
い
こ
と
を

加
え
、
ま
す
ま
す
農
業
離
れ
が
進
み
農

地
の
耕
作
放
棄
地
が
拡
大
す
る
傾
向
が

高
ま
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

現
状
の
課
題
を
十
分
認
識

し
、
課
題
解
決
の
支
援
策

を
聞
く

問　

国
の
政
策
転
換
に
よ
っ
て
、
ま
す

ま
す
耕
作
放
棄
地
の
拡
大
、
農
家
の
高

齢
化
な
ど
の
衰
退
が
止
ま
ら
な
い
厳
し

い
環
境
に
追
い
込
ま
れ
て
い
く
と
思
う

が
、
当
町
の
高
齢
農
家
、
小
規
模
の
兼

業
農
家
、
中
山
間
地
域
な
ど
の
現
状
と

課
題
を
十
分
認
識
し
課
題
解
決
の
た
め

の
支
援
策
を
聞
く
。

集
落
営
農
を
推
進
し
、
集
落
全

体
を
カ
バ
ー
す
る
集
落
活
動
セ

ン
タ
ー
に
つ
い
て
取
り
組
む

答　

細
川
地
域
振
興
課
長

　

現
行
の
直
接
支
払
交
付
金
に
つ
い
て

は
、
農
業
の
担
い
手
の
経
営
力
や
、
経

済
合
理
性
を
疎
外
す
る
効
果
で
あ
る
と

か
、
制
度
の
廃
止
に
よ
っ
て
農
業
の
競

争
力
を
強
化
す
る
な
ど
の
考
え
方
も
あ

る
。

　

今
後
の
中
山
間
地
域
農
業
に
つ
い
て

は
、
日
本
型
直
接
支
払
制
度
で
中
山
間

地
域
の
多
面
的
機
能
を
発
揮
す
る
た
め

の
施
策
で
あ
り
、
耕
作
管
理
す
る
こ
と

に
よ
り
そ
の
効
果
が
あ
る
も
の
と
考
え

る
。
個
々
の
集
落
内
で
利
用
可
能
な
共

同
利
用
農
機
具
の
購
入
支
援
対
策
を
行

う
こ
と
、
ま
た
、
六
次
産
業
化
へ
の
移

行
を
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、
現
在
の

農
業
政
策
か
ら
の
意
識
改
革
を
図
り
な

が
ら
現
在
集
落
営
農
活
動
を
実
践
さ
れ

て
い
る
集
落
保
全
農
業
組
織「
平
・
花
田

組
合
」
の
活
動
内
容
な
ど
広
く
町
全
体

に
紹
介
す
る
こ
と
で
、
中
山
間
地
域
の

農
業
を
維
持
発
展
す
る
こ
と
に
よ
り
地

域
の
文
化
や
環
境
保
全
に
努
め
る
よ
う

な
活
動
を
支
援
し
て
、
そ
の
結
果
、
集

落
全
体
を
カ
バ
ー
す
る
集
落
活
動
セ
ン

タ
ー
の
設
立
を
促
し
中
山
間
地
域
の
活

性
化
を
図
り
た
い
。　
　

前田　勝亀　議員
減反政策の転換について問う
懸念される農業離れ／地域振興課長

▲集落営農で栽培される野菜
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問　

齊
藤
町
政
の
下
、
平
成　

年
度
に

１６

行
政
改
革
大
綱
を
策
定
し
収
支
改
善
策

に
取
り
組
み
、
人
件
費
や
物
件
費
な
ど

の
財
政
面
に
一
定
の
成
果
を
あ
げ
て
き

た
わ
け
で
あ
る
が
、
あ
く
ま
で
行
政
の

運
営
を
図
る
基
本
構
想
で
あ
る
総
合
計

画
等
と
の
調
整
を
図
り
な
が
ら
地
域
経

済
を
持
続
的
に
発
展
さ
せ
る
こ
と
に
よ

り
、
活
性
化
さ
せ
元
気
な
町
を
推
進
し

て
い
く
に
は
、
自
分
た
ち
の
町
は
自
分

た
ち
で
つ
く
り
最
小
限
の
行
政
コ
ス
ト

で
最
大
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
引
き
出
し

て
い
く
こ
と
が
大
事
で
あ
ろ
う
と
考
え

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
長
期
景
気
低
迷
に
よ

る
雇
用
環
境
の
悪
化
や
税
収
の
減
少
、

少
子
高
齢
化
の
進
展
等
に
伴
う
社
会
保

障
費
の
増
大
に
よ
り
、今
後
は
硬
直
性

の
高
い
経
営
経
費
が
増
大
す
る
こ
と
が

推
測
さ
れ
る
中
、国
の
地
域
主
権
改
革

に
よ
る
権
限
委
譲
や
事
務
量
の
増
大
、

地
方
交
付
税
や
各
種
補
助
金
の
改
革
な

ど
不
透
明
な
中
、今
後
、よ
り
厳
し
い
財

政
運
営
が
予
想
さ
れ
る
と
考
え
る
。

　

行
政
を
今
後
推
進
し
て
い
く
上
で
こ

れ
ま
で
以
上
に
厳
し
い
運
営
が
必
要
で

あ
り
正
念
場
で
の
首
長
は
職
員
の
能
力

を
最
大
限
に
引
き
出
し
、
公
共
政
策
に

精
通
し
た
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
な
政
治
家

が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
が
今
後

の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て
問
う
。 

ふ
る
さ
と
奈
半
利
町
の
た
め

尽
力
す
る　
　
　
　
　
　
　
　
　

答　

齊
藤
町
長

　

町
政
を
担
当
し
て
あ
と
半
年
で　

年
１２

に
な
る
。
町
政
を
執
行
す
る
上
で
の
基

本
姿
勢
と
し
て
、
活
性
化
や
住
民
生
活

の
向
上
、
安
全
安
心
の
た
め
に
執
行

部
、
議
員
の
皆
様
、
町
民
の
皆
様
方
の

英
知
を
結
集
し
建
設
的
な
議
論
を
重
ね

情
報
公
開
を
通
じ
て
合
意
を
図
り
町
民

全
体
が
町
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
姿

勢
で
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

施
策
に
お
い
て
は
当
初
の
重
点
施
策

の
ご
め
ん
奈
半
利
線
を
基
軸
と
し
た
活

性
化
、
基
幹
産
業
の
充
実
強
化
、
介
護

保
険
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
若
者
が

定
住
で
き
る
町
づ
く
り
の
推
進
、
広
域

行
政
合
併
及
び
行
財
政
改
革
に
加
え
、

２
期
目
に
は
安
全
安
心
な
町
づ
く
り
、

情
報
基
盤
の
整
備
、
人
づ
く
り
な
ど
若

干
の
表
現
の
違
い
は
あ
る
が
、
緊
急
的

な
課
題
を
重
点
施
策
に
加
え
つ
つ
取
り

組
ん
で
き
た
。

　

ご
め
ん
奈
半
利
線
の
開
通
の
日
が
初

登
庁
の
日
で
も
あ
り
感
慨
深
い
も
の
が

あ
り
、
あ
れ
か
ら
早　

年
経
過
し
、
鉄

１２

道
が
地
域
の
足
と
し
て
定
着
す
る
中
で

交
流
人
口
の
拡
大
に
よ
る
活
性
化
を
目

指
し
、
浦
の
会
、
天
然
資
源
活
用
委
員

会
な
ど
任
意
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
発

な
活
動
背
景
に
振
興
し
て
き
た
。

　

奈
半
利
町
独
自
の
行
財
政
改
革
に
お

い
て
も
第
３
期
の
行
革
大
綱
の
も
と
で

進
め
て
い
る
。
職
員
数
約　

人
か
ら
現

７０

在
は　

人
ま
で
減
り
、
ず
い
ぶ
ん
と
若

５５

返
っ
た
。
若
さ
ゆ
え
の
利
点
を
最
大
に

活
か
し
総
力
を
結
集
し
て
行
政
改
革
に

課
題
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

る
。

　

ま
た
、
南
海
、
東
南
海
地
震
へ
の
対

応
な
ど
災
害
に
強
い
町
づ
く
り
を
目
指

し
喫
緊
の
課
題
、
最
重
要
課
題
と
し
て

取
り
組
ん
で
お
り
、
こ
れ
ら
に
合
わ
せ

津
波
避
難
タ
ワ
ー
６
基
、
津
波
避
難
ビ

ル
整
備
４
カ
所
、
避
難
路
９
カ
所
な
ど

若
干
今
後
も
流
動
的
な
部
分
も
あ
り
ま

す
が
、
２
、
３
年
の
間
に
８
億
円
程
度

の
予
算
を
配
分
し
事
業
実
施
を
考
え
て

い
る
。

　

厳
し
い
財
政
状
況
で
は
あ
る
が
、
住

宅
耐
震
化
事
業
な
ど
住
民
の
皆
様
の
財

産
、
生
命
を
守
る
施
策
に
も
取
り
組
ん

で
い
く
。
町
の
総
合
補
助
金
を
創
設
し

住
民
提
案
型
の
事
業
採
択
も
行
い
、
自

発
的
に
主
体
的
に
取
り
組
む
町
の
活
性

化
、
個
人
の
成
長
の
機
会
を
設
け
る
な

ど
様
々
な
取
り
組
み
を
今
後
も
模
索
し

て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

　

町
政
を
担
当
し
て
以
来　

年
、
我
が

１２

国
の
政
活
情
勢
は
三
位
一
体
改
革
、町

村
合
併
、
行
財
政
改
革
、ね
じ
れ
国
会
か

ら
政
権
交
代
を
経
て
現
在
の
一
党
で
の

過
半
数
と
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
、
更

に
景
気
不
良
対
策
や
消
費
税
の
導
入
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
と
大
変
不
透
明
な
状
況
の

中
、国
の
政
治
情
勢
に
大
き
く
左
右
さ

れ
る
財
政
状
況
と
県
の
施
策
に
歩
調
を

合
わ
せ
、奈
半
利
町
の
独
自
性
を
創
造

し
、こ
れ
ま
で
の
３
期　

年
の
経
験
を

１２

活
か
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

皆
様
方
の
ご
支
援
が
い
た
だ
け
る
な

ら
ば
こ
れ
ま
で
の
施
策
の
継
続
に
よ
る

足
腰
の
強
い
町
づ
く
り
に
加
え
、
喫
緊

の
課
題
で
あ
る
地
震
対
策
な
ど
に
対
応

し
、
安
全
安
心
な
生
活
が
で
き
る
町
を

目
指
し
職
員
の
総
力
を
結
集
し
、
我
が

ふ
る
さ
と
奈
半
利
町
の
町
政
の
着
実
な

浮
揚
の
た
め
に
力
を
尽
く
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

▲町政浮揚のカギは

岩内　　博　議員
町長の今後の政治姿勢について
我がふるさと奈半利町の
着実な浮揚のために尽力を／町長
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奈半利町役場地域振興課 ＴＥＬ 0887-38-8182

※東部博覧会では、地域住民や団体が主体となって実施するイベント・体験プログラム・着地型ツアー
を募集しております。実施費用の支援もありますので、詳しくは5月9日(金)までに地域振興課観光
担当（ＴＥＬ 38－8182）へお問い合わせをお願いします。
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ひとりで悩まないで……
＊中芸広域連合地域包括支援センターより＊

　

 中芸広域連合地域包括支援センター
   田野町 1828 番地 6（田野町役場東隣）  ☎３２－１２４４

認知症になっても安心して暮らせる地域へ

知  っていますか？オレンジドクター
　高知県では診察時に気軽に認知症について相談ができるよう、認知症について
の研修を修了した医師を「こうちオレンジドクター」として登録しています。
　認知症も他の病気同様、早期発見・早期治療が大切です。早期発見できれば
①今後の生活の備えを記憶・判断力が明確なうちに行える②早期治療により改
善する場合がある③進行を遅らせることが可能な場合があるなど多くのメリット
があります。
　気になることがある時はかかりつけ医やオレンジドクターに相談してみましょう。

中  芸地区のオレンジドクターのいる医療機関
　　　　　　田野病院・中芸クリニック・はまうづ医院・南内科循環器科

　現在８５歳以上の４人に１人は認知症になっていると言われています。認
知症は誰にでもおこりうる身近な脳の病気です。
　中芸広域連合では、認知症の方への理解を深めることで認知症になって
も住み慣れた地域で安心して暮らしていけることを目指しています。

★高齢者のことならなんでもご相談ください★

ガソリン携行缶の取り扱いは慎重に！ガソリン携行缶の取り扱いは慎重に！ガソリン携行缶の取り扱いは慎重に！

●問い合わせ先　　中芸広域連合消防本部　予防係　　TEL　０８８７－３８－２６４３

•携行缶から給油する時は、エア調節ネジを緩め缶内の圧力を抜く。
•ガソリン携行缶は高温の場所に置かない（直射日光を避ける）。
•コンロなど火気の近くでは絶対に取り扱いをしない。
•発電機等に給油する時は、必ずエンジンを止める。
•携行缶は『消防法令適合品』をお使いください。ポリ容器にガソリンを携行するのは

大変危険です！！

取り扱いを誤ると大惨事になる場合があります！！

困ったときは
役場や地域包
括 支 援 セ ン
ターへ相談を

気になること
はかかりつけ
の医師へ相談
してみよう

認知症に
なっても
安心して
暮らせる
地域へ

介護保険や福祉
サービスなどは
上手に利用しま
しょう

同じ経験を持つ
人や仲間に悩み
を打ち明けるこ
とが大切！

認知症の方や介
護をされている
家族へのさりげ
ない見守りを

家族や地域で手
伝ってもらえる
人や話を聞いて
もらえる人を探
してみましょう
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本
町
の
水
道
は
、
昭
和　

年
に

３１

給
水
を
開
始
し
て
以
来
、
既
に
半

世
紀
近
く
が
経
過
し
ま
し
た
。
こ

の
間
、
水
を
送
る
設
備
は
人
口
の

密
集
す
る
町
中
心
部
か
ら
家
の
ま

ば
ら
な
農
村
部
ま
で
、
全
体
で
約

　

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
配
水
管
が
布

５３設
さ
れ
、
そ
の
他
水
源
池
・
配
水

池
等
の
諸
設
備
が
稼
働
し
て
お
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
広
範
囲
な
給

水
地
域
の
中
、
蛇
口
を
ひ
ね
れ
ば

い
つ
で
も
水
が
出
る
状
況
を
つ
く

る
た
め
、
皆
さ
ま
か
ら
お
支
払
い

い
た
だ
い
た
水
道
料
金
に
支
え
ら

れ
、
日
々
そ
の
維
持
管
理
に
努
め

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
加
領
郷
の
下
水
道
は
、

平
成　

年
よ
り
稼
働
し
て
お
り
、

１０

清
潔
で
快
適
な
生
活
環
境
を
築
く

た
め
だ
け
で
な
く
、
河
川
や
海
な

ど
の
水
質
汚
濁
を
防
ぎ
貴
重
な
自

然
を
守
る
た
め
の
重
要
な
施
設
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

町
で
は
普
及
率
の
促
進
に
努
め

て
お
り
、
現
在
の
普
及
率
は　

・
７３

６
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　

皆
さ
ま
か
ら
お
支
払
い
い
た
だ

い
た
下
水
道
使
用
料
は
、
ご
家
庭

や
事
業
所
な
ど
か
ら
出
る
汚
水
を

き
れ
い
に
す
る
た
め
の
下
水
処
理

場
等
の
維
持
管
理
に
使
用
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

現
行
の
水
道
料
金
は
平
成　

年
１５

に
料
金
改
定
を
行
い
、
下
水
道
使

用
料
に
お
い
て
は
、
平
成　

年
に

１７

料
金
改
定
を
行
っ
て
お
り
、
近
年

料
金
に
つ
い
て
見
直
さ
れ
て
お
り

ま
せ
ん
。
こ
の
間
、
諸
費
用
の
削

減
に
努
力
を
重
ね
て
き
た
と
こ
ろ

で
す
が
、
事
業
経
営
を
取
り
巻
く

環
境
に
は
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。事
業
実
施
に
伴
う
費
用（
工
事

費
）
や
維
持
管
理
費
（
修
繕
費
）

の
増
加
に
よ
り
事
業
の
運
営
が
ま

す
ま
す
厳
し
く
な
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成　

年　

月
１
日
に

２５

１０

閣
議
決
定
に
お
い
て
消
費
税
率
が

平
成　

年
４
月
１
日
に
５
パ
ー
セ

２６

ン
ト
か
ら
８
パ
ー
セ
ン
ト
へ
引
き

上
げ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
た
め
、
平
成　

年
３
月
定

２６

例
町
議
会
に
平
均
３
パ
ー
セ
ン

ト
増
の
料
金
改
定
に
つ
い
て
提

案
、
可
決
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

最
近
の
厳
し
い
経
済
事
情
の

中
、
水
道
、
下
水
道
を
使
用
さ
れ

る
皆
さ
ま
に
負
担
増
を
お
願
い

す
る
こ
と
は
誠
に
心
苦
し
い
こ

と
で
す
が
、
今
後
も
本
町
の
水

道
・
下
水
道
事
業
が
町
民
生
活
の

向
上
は
も
と
よ
り
、
各
産
業
の
発

展
に
寄
与
で
き
ま
す
よ
う
努
力

す
る
と
と
も
に
事
業
の
運
営
に

あ
た
り
ま
し
て
は
、
財
政
の
健
全

化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
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水道料金算定表
船舶給水通常水道

改定後（8%）現在（5%）改定後（8%）現在（5%）使用量
247240 617 600 1㎥
494480 617 600 2㎥
741720 617 600 3㎥
988960 617 600 4㎥
1,2351,200 617 600 5㎥
1,4821,440 617 600 6㎥
1,7291,680 617 600 7㎥
1,9761,920 617 600 8㎥
2,2232,160 617 600 9㎥
2,4702,400 617 600 10㎥
2,7172,640 679 660 11㎥
2,9642,880 741 720 12㎥
3,2113,120 803 780 13㎥
3,4583,360 865 840 14㎥
3,7053,600 927 900 15㎥
3,9523,840 989 960 16㎥
4,1994,080 1,051 1,020 17㎥
4,4464,320 1,113 1,080 18㎥
4,6934,560 1,175 1,140 19㎥
4,9404,800 1,237 1,200 20㎥
5,1875,040 1,299 1,260 21㎥
5,4345,280 1,361 1,320 22㎥
5,6815,520 1,423 1,380 23㎥
5,9285,760 1,485 1,440 24㎥
6,1756,000 1,547 1,500 25㎥
6,4226,240 1,609 1,560 26㎥
6,6696,480 1,671 1,620 27㎥
6,9166,720 1,733 1,680 28㎥
7,1636,960 1,795 1,740 29㎥
7,4107,200 1,857 1,800 30㎥

下水道使用料金算定表
下水道料金

改定後（8%）現在（5%）使用量
3,0853,00010㎥
3,2093,12011㎥
3,3333,24012㎥
3,4573,36013㎥
3,5813,48014㎥
3,7053,60015㎥
3,8293,72016㎥
3,9533,84017㎥
4,0773,96018㎥
4,2014,08019㎥
4,3254,20020㎥
4,4494,32021㎥
4,5734,44022㎥
4,6974,56023㎥
4,8214,68024㎥
4,9454,80025㎥
5,0694,92026㎥
5,1935,04027㎥
5,3175,16028㎥
5,4415,28029㎥
5,5655,40030㎥

【本村、加領郷簡易水道給水区域及び宇川飲料水供給施設区域】
改定後水道使用料改訂前水道使用料内　　訳種　別

617円600円10㎥まで基本料金
家庭用

 62円 60円1㎥につき超過料金
247円240円1㎥につき特別用

※「特別用」とは、船舶及び臨時の用に使用する場合

【米ヶ岡、花田、平、須川、久礼岩飲料水供給施設】
改定後水道使用料改訂前水道使用料内　　訳種　別

617円600円定額制家庭用

【漁業集落排水施設使用料】
改定後水道使用料改訂前水道使用料内　　訳
3,085円3,000円基本料金（10㎥まで）
　124円  120円超過料金（1㎥につき）
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高齢者肺炎球菌の予防接種費用を一部助成します
平成26年４月から開始

高齢者肺炎球菌の予防接種費用を一部助成します
平成26年４月から開始

高齢者肺炎球菌の予防接種費用を一部助成します
平成26年４月から開始

　日本では肺炎で亡くなる人が年間12万人を超え、死因の第３位となっています。高齢者や、慢性の心臓病や
肺の病気、糖尿病などの持病があって免疫の働きが低下している人は、肺炎を起こしやすく、重症化しやすく
なります。肺炎対策としては、きっかけになりやすい風邪やインフルエンザの予防に努めるとともに、肺炎球
菌ワクチンの接種が有効とされています。高齢者肺炎球菌ワクチンの予防接種は、接種を受ける法律上の義務
がない任意接種となっております。
　ワクチンは、有効性・安全性を確認してから供給されていますが、接種後、はれたり、熱が出るなどの症状
がでることもあり、まれではありますが、重い副反応を引き起こす可能性もあります。また、このワクチンの
効果は、約５年続くといわれております。この間に再接種を行うと副反応の症状が強く出ることが報告されて
おります。この点をご理解いただいたうえで、予防接種を受けていただくようお願いします。
　なお、予防接種の副反応により万一健康被害を受けた場合には、医薬品副作用被害救済制度によって救済さ
れます。

肺炎の主な原因は、口内や皮膚にいる「肺炎球菌」という細菌の一種です。
肺炎球菌ワクチンは、すべての肺炎を予防できるものではありません。肺炎
予防のため、手洗い、うがい、十分な栄養・睡眠を心がけましょう。

●問い合わせ先　中芸広域連合保健福祉課　　TEL　０８８７－３８－８２１２
　　　　　　　　　  奈半利町　３８－４０１２　　田野町　３８－２８１２　　安 田 町　３８－６７１２
　　　　　　　   　  北川村　　３２－１２１４　　馬路村　４４－２１１２　

国保からのお知らせ国保からのお知らせ国保からのお知らせ

■平成26年４月２日以降に70歳の誕生日を迎える方
　（誕生日が昭和19年４月２日以降の方）
•70歳の誕生月の翌月（ただし、各月１日が誕生日の方
はその月）の診療から、窓口負担が２割になります。
　※一定の所得がある方は、これまでどおり３割負担です。

■平成26年４月１日までに70歳の誕生日を迎えた方　
　（誕生日が昭和19年４月１日までの方）
•平成26年４月以降も医療費の窓口負担は１割のまま
変わりません。
　※一定の所得がある方は、これまでどおり３割負担です。

平成26年４月より70歳から74歳の方の
窓口負担が見直されます

　70歳から74歳の方の窓口負担は、法律上２割となっていますが、特例措置でこれまで１割負担とされていまし
た。平成26年度から、より公平な仕組みとするため、この特例措置が見直されることとなりました。
　見直しに当たっては、高齢の方の生活に大きな影響が生じることのないよう、平成26年４月２日以降70歳の誕生日を
迎える方から段階的に実施されることとなりました。

【概要】
接種当日の満年齢が65歳、70歳、75歳、80歳、85歳、90歳以上の方　
　※過去に高齢者肺炎球菌ワクチンを接種したことのある方が再接種する場合は、接種終了

後5年以上間隔を空けてください。
対 象 者

平成26年4月1日（火）〜平成26年9月30日（火）実施期間

中芸管内の高齢者肺炎球菌予防接種実施医療機関（事前に、予約が必要です）接種場所

一人につき3，000円を上限に助成します。
　（接種費用から3，000円を引いた額は自己負担となります）　
　※接種費用は医療機関ごとで異なります。

助成金額

◎事前に、予診票の交付を受けてください。
　◆交付窓口：住民登録のある役場窓口または中芸広域連合保健福祉課
　◆持参するもの：本人確認できる書類（保険証、免許証等）
　（注意）この予防接種は、毎年受けてはいけません。
　　　　　予診票は、病院の窓口に置いていません。

手 続 き
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免疫力をアップするために、

こんな生活習慣を心がけましょう!!

暴力団排除協定を締結しました暴力団排除協定を締結しました暴力団排除協定を締結しました
　２月24日、入札や補助金交付など奈半利町の行う事務及び
事業から暴力団を排除する協定を安芸警察署と締結しました。
　当町では、平成22年に奈半利町暴力団排除条例を施行し、
町有財産の売払い、金銭の貸付けに係る契約、補助金等の交
付、公の施設の指定管理者の指定や利用許可、行政財産の使
用許可、物品の売買や工事の請負等の契約などの事務から暴
力団関係者の排除を図っています。

　この度の協定によりまして、町の事務や事業を行うに当たっ
て、その契約などの相手が暴力団等の排除措置対象者に該当
するか安芸警察署に照会し、該当すれば町の事務や事業が適
正かつ円滑に行われるよう相互に協力し、排除措置を取ること
ができるようになりました。
　今後も奈半利町と安芸警察署が緊密に連携して、町民の皆
様が安全で安心して暮らせるまちづくりを行っていきます。

過去２年間に国民年金保険料の未納期間がある方へ

年金からのお知らせ

≪年金機能強化法が施行されます≫
　平成２６年４月１日に「年金機能強化法」が施行さ
れます。そのうち、年金給付に関する改正事項を
ご紹介いたします。

■子のある夫にも遺族基礎年金が支給されます
これまでは、夫が亡くなった場合に、子のある妻
または子に遺族基礎年金が支給されていました
が、改正後は子のある夫にも支給されます。
■未支給年金を受け取れる遺族の範囲が拡大さ
れます
これまでは、未支給年金（亡くなった方が受け
取れるはずであった未払いの年金）を受け取れ
る遺族の範囲は、「配偶者、子、父母、孫、祖父母
または兄弟姉妹」でしたが、改正後は「上記以外
の３親等内の親族」（甥・姪、おじ・おば、子の配
偶者など）まで拡大されます。
■国民年金の任意加入未納期間が受給資格期
間に算入されます
これまでは、国民年金の任意加入被保険者（サ
ラリーマンの妻や海外在住者などで本人の申し
出により加入をしていた方）が保険料を納付し
なかった期間については未納期間とされ、年金

を受け取るために必要な期間に算入されません
でしたが、改正後はこの未納期間が受給資格期
間に算入されます。
■繰下げ請求が遅れた場合でもさかのぼって年
金を受け取れます
これまでは、老齢年金の受給権を取得した日か
ら５年を経過した日後に繰下げの請求があった
ときは請求の翌月から増額された年金が支給
されていましたが、改正後は請求が遅れたとき
でも、５年を経過した日の属する月の翌月から
増額された年金が支給されます。
■障害年金の額改定請求が１年を待たずに請求
できるようになります
これまでは、障害基礎年金または障害厚生年金
を受けている方の障害の程度が増進した場合、
その前の障害状態の確認等から１年の待機期間
を経た後でなければ年金額の改定請求ができ
ませんでしたが、改正後は省令に定められた障
害の程度が増進したことが明らかである場合に
は１年を待たずに請求することができます。

　国民年金は、所得が少ないときや失業
等により保険料を納付することが経済的
に困難な場合、保険料の免除を申請する
ことができます。

　平成２６年４月からは、申請時点の２年１カ月前の月分ま
で申請ができるようになります。

【申請方法】
　奈半利町役場住民福祉課（３８－８１８１）または南国年
金事務所（０８８－８６４－１１１１）に申請してください。

　必要な添付書類など、詳しくは、上記の申請先までお
問い合わせください。
◆ご注意ください◆
•２年１カ月前の月分まで免除申請をすることができ
ますが、申請が遅れると万一の際に障害年金など
を受け取れない場合がありますので、すみやかに
申請してください。

•申請期間に対応する前年所得に基づき、審査を行
いますので、免除が承認されない場合があります。

■お問い合わせ先
　　　　南国年金事務所（088－864－1111）

国民年金保険料の免除申請ができる対象期間が拡大されます

●問い合わせ先　　奈半利町立福祉センター　TEL　０８８７－３８－４２０４

平成26年度 特設人権相談所の開設予定について平成26年度 特設人権相談所の開設予定について平成26年度 特設人権相談所の開設予定について
　毎年各市町村において、安芸人権擁護委員協議会による
特設人権相談所を開設しています。
　家庭内のもめごとやＤＶ、隣近所とのトラブル、いじめや
差別などの相談に人権擁護委員が応じます。
人権擁護委員は相談を受けると、その内容を十分聴いた上、
権利を守るために必要な手続きを助言するなど、それぞれ
の場合に応じた解決の手助けをします。
　一人で悩まず、気軽に相談してください。

■開設予定日
　５月22日（木）、６月２日（月）、７月24日（木）、９月25日（木）、
11月27日（木）

　平成27年１月22日（木）、３月26日（木）
※いずれも、午前10時から午後３時まで、奈半利町立福
祉センターで行います。

　詳しいことは、下記までお問い合わせください。
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免疫力をアップするために、

こんな生活習慣を心がけましょう!!

免疫力をアップするために、

こんな生活習慣を心がけましょう!!
日常生活の中で、こんな

ところを取り入れると、

免疫力を高めて、心と体

の健康な体づくりへとつ

ながってきます。

材料(２人分)

　春キャベツ ３～４枚

　ちりめんじゃこ ２０ｇ

　にんにく（みじん切り） １/２片分

　赤唐辛子 １/２本分

　ごま油（太白） 大さじ２

　塩 少々

　黒こしょう 少々

作り方
①春キャベツは洗って、耐熱容器に入れてふんわりとラップをか
ける。少ししんなりする程度にレンジで加熱した後、水気を切
り、ひと口大に切っておく。

②小さめの鍋（またはフライパン）に、ごま油とにんにくのみじん
切り、種を取って小口切りにした赤唐辛子を入れて弱火にかけ
る。香りが立てば、ちりめんじゃこを加えてカリカリに炒める。

③熱々の②を①にかけ、全体をさっくりと混ぜ合わせる。塩、黒こ
しょうで味を調えて仕上げる。

簡単!!旬野菜料理のご紹介

春キャベツのピリ辛じゃこオイルがけ

体を温め、免疫力を高めるために欠かせないのが運動
です。適度な運動を生活の中に取り入れて習慣化しま
しょう。自分のペースで継続していくことが大切です。

●適度な運動をしましょう

心も体も昼間の活動
の緊張から解放され、
心底リラックスして
いるのが睡眠中です。
睡眠中は、免疫細胞の
働きがとても活発に
なり、免疫力が高まり
ます。

●ぐっすり眠りましょう

食事は朝・昼・夕と１日３回。食事
への心がけは免疫力に大きく関
与してきます。免疫力を高める食
べ物を上手にとりましょう。その
ためにも、日本人が伝統的に続け
てきた和食文化と野菜たっぷり
の食生活を!!

●栄養バランスに気をつけましょう

笑うと免疫細胞が活性化する研
究データが出ています。笑うこと
で、血行がよくなりストレスに関
するホルモンが減って、心が穏や
かになるなどの効果が知られて
います。

ゆっくりと入浴する
ことで、体を芯から温
め、全身を心地よくほ
ぐしながら免疫力を
高める良い方法です。
３８～４０℃くらい
のお湯に、ゆっくりつ
かると体が温まりま
す。

●体温を上げましょう

●思いっきり笑いましょう

その他、禁煙・お酒の飲み過ぎなども
心がけることも忘れずに!!

　キャベツには胃潰瘍や十二指腸潰瘍の予防に役立つビタミンＵとビタミンＫ
が含まれています。淡色野菜の中ではビタミンＣが豊富で、特に芯の周辺に
多く含まれているので芯も残さず料理に使いましょう。
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国際交流員

町民の皆さん、インフルエンザにかからず無事に冬を乗り越えられましたか？　私は前号で書いた通り、１２月
の下旬に１０日間オーストラリアの実家へ帰省し、家族と一緒にクリスマスを過ごしました。一時的に日本の寒

さから逃避し、温暖な気候が続いているメルボルンに滞在してみると、とても心地よく感じました（やっぱり私

は寒がりです！）。今回オーストラリアに帰った時に再認識させられたのが「英語の多様性」です。

世の中で話されている英語は全てが同じではありません。シンガポール人に使われている英語がいきなりイ
ギリス人の耳に入ったら、そのイギリス人はうまく理解できないだろうし、オーストラリア人が使う表現が時々

アメリカ人に通じない場合もあります。日本の英語教育において教えられているのはアメリカ英語ですが、英

語圏の国によって、英語のつづり、なまり、表現、ことわざなどが違います。今号では私がオーストラリアでし

か聞くことができない英語を紹介していきたいと思います。

最後に「ｍａｔｅ」をつけるポイント
オーストラリア人にとっては「ｍａｔｅ」という話し言葉が大事な役割を果たしています。「ｍａｔｅ」は「仲間」、「友達」

にも訳すことができますが、親しい人だけではなく、初対面・知らない人に対して心配なく使うこともできます。

例えば、オーストラリアのよく知られている表現である「Ｇ’ｄａｙ　ｍａｔｅ」（訳：こんにちは）は、道に迷って

いる観光客を案内してあげようと思って声をかける場合でも、小学校からずっと一緒だった親友に会う場合で

も使われています。カジュアル過ぎて使いにくそうに聞こえますが、カジュアルだからこそ、話し相手に優しく

て親しい人だと思われるのです！

男性の名前を省略するために「ｏ」を使用
日本語では友達の名前を短くする呼び方はよくありますが、オーストラリアでもそれは珍しくありません。ただ

し、男性の場合は省略するだけではなく、「ｏ」を加えるコツを知る必要があります。例えば、「Ｔｈｏｍａｓ」だったら、

「Ｔｏｍｍｏ」、「Ｊｏｈｎａｔｈａｎ」だと「Ｊｏｎｎｏ」、「Ｒｉｃｈａｒｄ」から「Ｒｉｃｈｏ」に短縮されることがしばしばあります。オー

ストラリアでは、「ｏ」発音を名前の最後に加えると言いやすくなる上に、さらにカッコよく男前のように聞こえ

るため、友達同士で呼び合っています。

日常生活の中で使われるユニークな言葉
オーストラリアでは、他の英語圏で通じないものの、毎日使うほど重要な語彙があります。例えば、お菓子の

ことを「ｃａｎｄｙ」ではなく、「ｌｏｌｌｉｅｓ」と言います。「ｃａｎｄｙ」が通じないことはないのですが、少し不自然に

聞こえてしまいます。歩道だと、「ｓｉｄｅｗａｌｋ」や「ｐａｖｅｍｅｎｔ」ではなく、「ｆｏｏｔｐａｔｈ」のほうが多く使用さ

れていると思います。他には、ゴミは「ｇａｒｂａｇｅ」より「ｒｕｂｂｉｓｈ」の方が一般的に知られています。

上に挙げた例はほんの一部に過ぎませんが、英語の面白さに興味が湧いてきませんか？

ジェシー・デカートレイ

キャンディ ロリーズ

サイドウォーク ぺ イヴメ ン ト フットパース

ガーベージ ラビッシュ

ト ー マ ス

ト モ ー ゥ ジョノゥジ ョ ナ サ ン リチャード リチョーゥ
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　奈半利中学校では、２月１日（土）に土曜授業参観
日「一日先生」を開催しました。
　１年生は、田野町の「製塩体験施設見学」を行い、２
年生は、くじらの会・高橋昌美さんを講師としてお招
きし、「漫画教室」を実施し、３年生は、なはり浦の会・
森美恵さん・和泉邦彦さん・伊藤隆さん・濱中芳久さ
んを講師にお招きして、「ようこそ先輩　郷土学習」
を実施しました。全学年とも、学校では学ぶことがで
きない貴重な話が聞くことができ、大変有意義な「一
日先生参観日」となりました。
　お世話になりました講師の先生方、本当にありが
とうございました

　奈半利中学校では、２月１０日（月）に長い間学校生活を共にし、３月１４日（金）に中学校を卒業し
ていく３年生のために「３年生を送る会」を開催しました。
　全学年で縦割り班を編成し、班ごとにお弁当を食べた後、毎年恒例となっているソフトバレー
ボール大会を全校生徒で楽しく元気に行いました。

土曜授業参観日「一日先生」土曜授業参観日「一日先生」土曜授業参観日「一日先生」

３年生を送る会３年生を送る会３年生を送る会
 2
 10

 MON
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平成２6年度 奈半利町臨時的任用職員登録者募集平成２6年度 奈半利町臨時的任用職員登録者募集平成２6年度 奈半利町臨時的任用職員登録者募集

●ご不明な点がございましたら、奈半利町役場　総務課（☎０８８７－３８－４０１１）までご連絡ください。

■申し込み方法
　役場備え付けの「登録申込書」と「履歴書」に必要事項
を記入し、履歴書には写真を貼付塗付添付貼付のうえ、
総務課人事係までお申し込みください（履歴書は任意の
様式でも結構です）。なお、提出していただいた書類は返
却いたしませんのでご了承ください。　
■採用方法
　登録申込書により登録された方の中から面接等を行
い、採用を決定します。
　雇用については不定期であり、すぐに採用されない場
合があるほか、職種によっては登録されても期間内に雇
用されない場合もありますのでご了承ください。なお、
雇用は選考によるものであり、登録された順番によるも
のではありません。
■申し込み対象者
　心身ともに健康な１８歳以上の方。

■勤務条件
　　● 職務内容／一般行政事務補助、保育士、幼稚園
　　　　　　　教諭、清掃員、給食調理員など
　　● 勤務場所／本庁、出先機関または勤務（作業）現場
　　● 勤務日／月曜日から金曜日の週５日以内

（職種により異なる場合があります）
　　● 勤務時間／午前８時３０分から午後５時１５分まで

（午後０時から午後１時まで昼休憩）
（職種により異なる場合があります）

　　● 賃金／日額６，３００円から７，９００円程度
（職種により異なります）

　　● 雇用期間／１カ月から最大１１カ月までの不定期
■受付期間
 　奈半利町役場総務課にて随時受け付けます。
■登録有効期限 
　当該登録申込書に記入した年度中。

　奈半利町では、平成２６年度の臨時的任用職員として仕事を希望する方の登録を行っています。登録を希
望する方は、下記によりお申し込みください。
　なお、この臨時職員の登録は、町で臨時職員が必要となった時のために事前に登録するものであり、登録
された方の雇用を約束するものではありませんのでご了承ください。
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　2月3日（月）に保育所と幼稚園に鬼がやって
きました。幼稚園では、節分のことについての
紙芝居を通して、鬼が豆をぶつけられると力が
なくなること、とげとげの柊の葉が痛くて嫌い
なことや、めざしの頭が臭くて嫌いなことなど
知りました。「鬼をやっつけてやる！」と元気に
言っていた子どもたちでしたが、赤鬼・青鬼が登
場すると慌てて先生の後ろに隠れたり、逃げた
りしながらも「鬼は外」と懸命に豆をぶつける子
どもの姿もありました。鬼が帰ったあと、ホール
や保育室の入り口に鬼が来ないように、めざし
頭と柊の葉を飾り、風邪をひかない丈夫な体に
なるようにとお願いをしたことでした。日本の
伝統行事の意味を知る機会になりました。 　保育所では、お面を準備してホールで「鬼は

外」の歌を歌っているところに、赤鬼と緑鬼が登
場！ カラーボールの豆をぶつけようとしました
が、鬼の姿を見るなり泣きながら逃げる子ども
たち！ 豆をぶつけるどころか先生にしがみつい
て、泣く子どももいました。今年の鬼はちょっと
優しい鬼で、心の中にある泣き虫・わがまま鬼
をやっつけて、お父さん・お母さんの言うことを
聞いてね！と約束すると「バイバイ！」と言って
帰っていきました。

～まめまき～「おにがやってきたぞ～」

　2月28日（金）に幼稚園・保
育所のみんなで、それぞれ町内
の雛祭り会場を回りました。濱
田邸から高田屋へと雛人形を
見せてもらい、大きな声で「ひ
なまつり」の歌を歌いました。
幼稚園の子どもたちは、物語館
へ足をのばし、自分たちの作品
をみんなで見に行きました。自
分の作品にじっと見入っている

子どもの姿がとても印象的でし
た。ほかにも、昔ながらの段飾り
の雛人形や、和紙で作った手作り
の人形など多数飾ってあり、それ
を見た子どもたちは、目をキラキ
ラさせて「すご～い！」「きれ
い！」などと驚いた様子でした。

〜
ひ
な
ま
つ
り
〜

「
き
ょ
う
は
た
の
し
い
ひ
な
ま
つ
り
！
」
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　奈半利幼稚園では毎年、年長組（さくら組）が和太鼓の演奏に取り組んでいます。今年も、県内の
和太鼓指導の第一人者である明神宏和先生にご指導いただきました。太鼓の演奏は、年長組になった
らできるという憧れでもあり子どもたちが楽しみにしています。
　太鼓は、一人一人が太鼓のリズムを覚え、叩くことから始まり練習を積み重
ねていくことで日に日に友達と音色が揃い、力強く響き合うようになり太鼓
の楽しさを感じるようになってきます。その中で、友達と音や気持ちを合わせ
たりしながら集中力や協調性・社会性を学んでいきます。この経験は就学を
控えた年長組の子どもたちにとって、とても意義のあることとなってきます。
　子どもたちは、太鼓の準備や片づけも自分たちから進んでするなどその姿
から「太鼓を叩くことが楽しい」「みんなとする太鼓が好き」という気持ちが伝わってきました。明神
先生よりこんなことをやってみようと提案されると、難しいと思いながらも一人一人が集中し一生懸
命取り組み、できないと思ったことができるようになったり、みんなと一緒にできた喜びを感じたりし
ながら、より太鼓への取り組みの意欲が強くなってきました。発表前には、年中・年少組にも練習の
成果を披露し、子どもたちも見てもらったことが自信となり、生涯学習大会当日は緊張しながらも、
堂々とした姿が見られました。今年の太鼓演奏では、太鼓だけではなく子どもたちが普段から慣れ親

しんでいる楽器演奏や、踊りなどの表現遊びも組み込んでいて見てく
ださった方からは「よく覚えちゅうね！」「きれいに音がそろっちょって
感動した！」など感想をいただきました。子どもたちも終わってから「ド
キドキしたけど楽しかった！」と言っていて友達と力を合わせ、たくさ
んの方に見てもらうことで達成感と充実感を味わっていたように思い
ます。これからも和太鼓に挑戦し、取り組んでいきたいと思います。

～たいこのとりくみ～ドンドンたいこ「ドンドコドンドコな～らそ！！」

　2月18日（火）にさくら組（5歳児）が奈半利小学校へ行き、体験入
学をしてきました。体育館で1年生の劇「おむすびころりん」を見たあ
と、小学生の授業の様子を見せてもらい授業の雰囲気を感じていた
子どもたち。そのあとは授業体験ということで、4月から自分たちが
学ぶ教室で1年生から鉛筆を借りて、線をなぞったり一緒に歌を歌ったりして、小学生になった気持
ちになり楽しみました。授業体験が終わると体育館でゲームして、1年生のリードで楽しく遊ぶこと

ができました。最後にアサガオの種のプレゼントをもらい、喜ん
でいました。
　2月27日（木）に、加領郷小学校の児童が奈半利幼稚園へ絵本の
読み聞かせに来てくれました。昨年から、加領郷小学校との交流と
いうことで、年2回絵本の読み聞かせに来てくれています。お兄
ちゃん・お姉ちゃんに、絵本を読んでもらえることを楽しみにしてい
る子どもたち！ 真剣に絵本を見る姿が見られました。きっと「あん
な小学生になりたいな！」と憧れをもったことでしょう！ 奈半利小
学校・加領郷小学校の皆さん本当にありがとうございました！

～しょうがっこうとのこうりゅう～
「はやくしょうがくせいになりたいな！」

　3月3日（月）に4月から幼稚園
に入園する子どもたちの体験入
園がありました。少し緊張した様
子のお友達もいましたが、一緒
に歌を歌ったりプレゼントをも
らったりしているうちに、表情も
和らいできました。そのあとは、
幼稚園児と一緒に外でもままご
とをしたり、うさぎにエサをあげ
たりして楽しそうな姿が見られ
ました。

～たいけんにゅうえん～
「ようちえんってたのしい～！」
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